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3
．
全
国
政
治
化
す
る
州
の
政
争
と
核
燃
料
工
場
問
題

3
・
3

緑
の
党
の
現
実
路
線
へ
の
転
換
と
全
国
初
の
⽛
赤
緑
⽜
州
政
権

一
九
八
三
年
九
月
二
五
日
、
前
回
の
一
年
後
に
行
な
わ
れ
た
州
議
会
選
挙
で
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
四
六
･二
％
の
得
票
率
で
五
一
議
席
を
得
て
、
第

一
党
の
座
を
取
り
戻
し
た
。
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
、
連
邦
政
府
の
緊
縮
政
策
が
低
所
得
層
に
及
ぼ
す
し
わ
寄
せ
や
核
ミ
サ
イ
ル
配
備
に
対
す
る
有
権

者
の
不
安
に
訴
え
、
保
守
・
自
由
連
邦
政
権
へ
の
対
抗
力
の
必
要
性
を
説
い
た
。
ま
た
環
境
保
護
へ
の
投
資
に
よ
る
雇
用
創
出
効
果
を
宣

伝
す
る
と
同
時
に
原
子
力
の
積
極
的
推
進
か
ら
は
距
離
を
置
く
こ
と
で
、
緑
の
党
の
潜
在
的
支
持
層
と
労
働
者
層
の
両
方
へ
の
配
慮
を
見

せ
た
。
Ｆ
Ｄ
Ｐ
は
Ｃ
Ｄ
Ｕ
州
党
代
表
ヴ
ァ
ル
マ
ン
の
積
極
的
支
持
の
お
か
げ
で
議
会
に
返
り
咲
き
、
七
･六
％
で
八
議
席
を
得
た
が
、
今
度

は
Ｃ
Ｄ
Ｕ
の
方
が
三
九
･四
％
、
四
四
議
席
に
落
ち
込
み
、
両
党
合
計
し
て
も
過
半
数
五
五
に
達
し
な
か
っ
た
。

緑
の
党
は
前
回
に
比
べ
二
･一
％
を
失
い
五
･九
％
、
議
席
数
で
は
二
議
席
を
失
い
七
議
席
に
落
ち
込
み
、
特
に
開
発
事
業
反
対
運
動
の

地
元
で
得
票
率
減
少
が
顕
著
だ
っ
た
。
西
滑
走
路
建
設
の
地
元
、
グ
ロ
ス
・
ゲ
ラ
ウ
都
の
二
つ
の
選
挙
区
で
は
な
お
も
一
〇
％
を
超
え
た

も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
五
･一
％
と
七
･二
％
滅
ら
し
た
。
ま
た
核
燃
料
再
処
理
工
場
の
計
画
が
撤
回
さ
れ
運
動
が
収
束
し
た
ヴ
ァ
ル
デ
ッ

ク
・
フ
ラ
ン
ケ
ン
ベ
ル
ク
郡
の
選
挙
区
で
は
九
･二
％
も
減
ら
し
、
支
持
率
五
％
に
も
届
か
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
ラ
イ
ン
・
マ
イ
ン
地

域
や
大
学
の
あ
る
カ
ッ
セ
ル
市
と
ギ
ー
セ
ン
市
の
選
挙
区
で
は
得
票
減
少
は
小
幅
に
と
ど
ま
っ
た
（
1
）。

選
挙
後
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
議
会
の
原
理
派
は
、
緑
の
党
の
敗
北
の
原
因
が
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
の
距
離
を
十
分
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た

想
像
性
に
富
む
直
接
行
動
の
不
足
の
せ
い
に
し
た
。
し
か
し
⽛
草
の
根
⽜
が
下
し
た
審
判
は
異
な
っ
て
い
た
。
世
論
調
査
に
よ
る
と
一
九

八
三
年
選
挙
前
の
ヘ
ッ
セ
ン
の
有
権
者
の
う
ち
、
緑
の
党
支
持
層
の
八
三
％
が
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
の
連
立
を
支
持
し
て
い
た
（
Bürklin
et
al.

1984：
238-240,
244-247）。
従
っ
て
州
議
会
選
挙
の
敗
北
か
ら
緑
の
党
議
員
団
が
得
た
教
訓
は
明
ら
か
だ
っ
た
。
州
政
府
・
与
党
Ｓ
Ｐ
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Ｄ
と
の
政
策
交
渉
を
全
面
的
に
排
除
し
続
け
て
も
、
環
境
破
壊
的
な
開
発
事
業
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
住
民
運
動
や
有
権
者
の
支
持

を
失
い
、
得
票
率
五
％
の
突
破
さ
え
危
う
い
こ
と
、
具
体
的
成
果
を
上
げ
る
た
め
の
交
渉
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
い
う
教
訓
で
あ
る
。

選
挙
の
一
週
間
後
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
一
日
に
フ
ル
ダ
市
近
郊
の
町
ペ
ー
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
の
マ
ー
ル
バ
ッ
ハ
で
州
党
大
会
が
開
か
れ

た
。
現
実
路
線
へ
の
転
換
を
求
め
る
複
数
の
グ
ル
ー
プ
は
、
議
会
で
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
の
⽛
持
続
的
提
携
⽜
を
目
指
し
た
交
渉
を
唱
え
る
州
議

会
議
員
ケ
ア
シ
ュ
ゲ
ン
ス
（
K
arlK
erschgens）
の
動
議
に
一
本
化
さ
れ
、
採
決
に
参
加
し
た
党
員
の
八
割
の
支
持
を
得
た
。
こ
れ
に
対

し
原
理
派
の
出
し
た
動
議
は
、
一
九
八
三
年
度
州
予
算
を
拒
否
し
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
の
交
渉
ど
こ
ろ
か
⽛
対
話
⽜
の
申
し
入
れ
も
し
な
い
と
い

う
内
容
に
後
退
し
て
い
た
。
こ
の
大
会
以
後
、
原
理
派
に
対
抗
し
て
党
大
会
で
の
多
数
派
を
維
持
す
る
た
め
、
事
前
の
説
得
と
動
員
を
担

う
現
実
派
の
組
織
化
が
本
格
化
し
た
。
以
後
、
一
九
八
四
年
に
ヘ
ッ
セ
ン
緑
の
党
内
部
の
党
派
抗
争
が
現
実
派
の
勝
利
で
決
着
が
つ
く
ま

で
、
州
党
大
会
に
出
さ
れ
る
動
議
は
ほ
と
ん
ど
常
に
原
理
派
と
現
実
派
の
動
議
の
み
と
な
る
。
こ
の
両
極
化
の
た
め
、
現
実
政
治
路
線
に

全
面
的
に
は
賛
成
で
き
な
い
党
員
も
二
者
択
一
を
迫
ら
れ
、
賛
成
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

現
実
派
の
指
導
者
と
な
っ
た
の
は
一
九
八
三
年
に
ヘ
ッ
セ
ン
選
出
の
連
邦
議
会
議
員
と
な
っ
た
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
と
ク
ラ
イ
ナ
ー
ト
で
あ

る
。
な
か
で
も
最
も
強
力
な
地
位
を
確
立
し
た
の
は
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
で
あ
る
。
彼
の
力
の
源
泉
の
一
つ
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
オ
ル
タ
ー

ナ
テ
ィ
ヴ
運
動
の
人
脈
や
事
業
体
に
あ
り
、
そ
の
動
員
力
に
よ
り
党
員
を
増
や
し
た
現
実
派
は
、
同
市
の
緑
の
党
の
主
導
権
を
原
理
派
か

ら
奪
い
取
っ
た
。
現
実
派
は
反
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
感
情
を
持
つ
地
方
の
党
員
へ
の
働
き
か
け
も
行
い
、
一
九
八
五
年
三
月
の
自
治
体
選
挙

後
に
中
部
・
南
部
ヘ
ッ
セ
ン
の
幾
つ
か
の
郡
や
独
立
市
で
緑
の
党
が
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
の
連
立
に
踏
み
切
る
手
助
け
を
し
た
（
Johnsen
1988：

51-56；

Raschke
1993：
332,
334,
337）。

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
政
治
力
の
第
二
の
源
泉
は
、
ほ
ぼ
切
れ
目
な
く
保
持
し
た
公
職
の
地
位
で
あ
る
。
連
邦
議
会
議
員
一
年
目
に
は
会
派

事
務
局
長
の
肩
書
き
を
得
て
三
人
の
緑
の
党
会
派
共
同
代
表
に
匹
敵
す
る
地
位
を
得
た
。
一
九
八
五
年
三
月
に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
規
則
に
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応
じ
て
議
員
を
退
任
し
た
後
、
七
カ
月
の
休
業
を
経
て
一
九
八
五
年
一
〇
月
に
ヘ
ッ
セ
ン
州
環
境
相
に
指
名
さ
れ
て
一
二
月
に
就
任
し
、

一
九
八
七
年
二
月
ま
で
務
め
た
。
同
年
四
月
か
ら
は
州
議
会
会
派
共
同
代
表
、
一
九
九
一
年
四
月
か
ら
は
州
の
第
二
次
赤
緑
政
権
の
環
境

相
・
州
首
相
代
理
、
一
九
九
四
年
一
〇
月
に
連
邦
議
会
議
員
に
転
身
し
、
連
邦
の
赤
緑
政
権
（
一
九
九
八
年
一
〇
月
─
二
〇
〇
五
年
九
月
）

の
副
首
相
兼
外
相
に
登
り
つ
め
た
。
特
に
一
九
八
八
年
ま
で
緑
の
党
唯
一
の
州
大
臣
と
し
て
、
緑
の
党
全
体
の
中
で
最
大
の
政
治
的
比
重

を
獲
得
し
、
そ
の
言
動
は
自
動
的
に
ニ
ュ
ー
ス
バ
リ
ュ
ー
を
持
つ
と
受
け
止
め
ら
れ
た
（
K
nitter
1998：
218,
233）。

こ
の
こ
と
は
彼
の
政
治
力
の
第
三
の
源
泉
で
あ
る
メ
デ
ィ
ア
の
好
意
的
報
道
に
も
関
連
す
る
。
政
党
の
単
な
る
役
員
よ
り
も
、
公
職
者

の
言
動
に
報
道
の
関
心
が
集
ま
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
に
は
メ
デ
ィ
ア
の
好
意
的
関
心
を
引
き
や
す
い
条
件
が
他

に
も
あ
っ
た
。
第
一
に
、
議
会
で
の
雄
弁
な
演
説
や
ヤ
ジ
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
の
挑
発
的
表
現
も
含
め
、
彼
の
機
知
に
富
ん
だ
発
言
は
引

用
さ
れ
や
す
か
っ
た
。
第
二
に
、
彼
の
特
異
な
人
生
行
路
が
格
好
の
ネ
タ
に
な
っ
た
。
肩
書
き
が
重
視
さ
れ
、
大
卒
の
政
治
家
が
多
い
ド

イ
ツ
の
政
界
に
あ
っ
て
、
彼
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
の
戦
後
引
揚
者
の
肉
屋
の
息
子
で
あ
り
、
大
学
入
学
資
格
未
取
得
で
高
校
を
中
退
し
、

最
初
の
未
成
年
で
の
結
婚
を
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
挙
げ
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
一
九
六
八
年
の
学
生
運
動
に
出
会
い
、
空
き
家
占
拠
闘
争

や
シ
ュ
ポ
ン
テ
ィ
の
活
動
を
展
開
す
る
傍
ら
、
タ
ク
シ
ー
運
転
手
や
書
店
主
ま
で
様
々
な
職
を
転
々
と
し
た
云
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
特

に
州
環
境
相
指
名
後
に
報
道
が
増
加
し
た
。
体
重
の
増
減
も
激
し
く
、
一
九
九
〇
年
代
に
は
マ
ラ
ソ
ン
に
よ
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
が
注
目
を
集

め
た
。
第
三
に
、
緑
の
党
の
全
般
的
に
カ
オ
ス
的
・
非
効
率
な
大
会
進
行
や
党
員
の
感
情
的
な
発
言
か
ら
常
に
距
離
を
置
く
と
と
も
に
、

政
治
報
道
の
中
心
対
象
で
あ
る
選
挙
や
連
立
の
可
能
性
を
意
識
し
た
発
言
を
一
貫
し
て
繰
り
返
し
た
た
め
、
彼
は
メ
デ
ィ
ア
か
ら
信
頼
の

お
け
る
対
話
の
相
手
と
受
け
と
め
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
緑
の
党
の
最
も
重
要
な
指
導
者
の
う
ち
、
彼
の
受
け
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
数
は
各

段
に
多
か
っ
た
（
K
nitter
1998：
218-219,
229-232）。

原
理
派
も
派
閥
の
組
織
化
を
図
り
、
一
九
八
三
年
一
一
月
、
フ
ル
ダ
市
で
⽛
第
一
回
急
進
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
⽜
を
開
催
し
、
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フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ス
ト
と
い
う
否
定
的
語
感
を
避
け
、⽛
急
進
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
⽜
と
し
て
自
己
規
定
し
直
そ
う
と
し
た
。
し
か
し
広
が
り

に
欠
け
、一
九
八
四
年
以
降
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
Ｇ
Ａ
Ｌ
の⽛
エ
コ
社
会
主
義
派
⽜と
の
提
携
に
よ
る
連
邦
党
機
関
の
掌
握
を
図
っ
た（
Raschke

1993：
161-163）。
一
九
八
三
年
末
か
ら
一
九
八
八
年
末
に
か
け
、
連
邦
党
執
行
部
と
連
邦
党
中
央
委
員
会
（
Ｂ
Ｈ
Ａ
）
の
構
成
員
の
多

数
が
そ
れ
ぞ
れ
急
進
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
と
エ
コ
社
会
主
義
派
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
た
。
エ
コ
社
会
主
義
派
の
ト
ラ
ン
ペ
ル
ト
（
R
ainer

T
ram
pert）
は
一
九
八
三
年
一
一
月
、
デ
ィ
ッ
ト
フ
ル
ト
は
一
九
八
四
年
一
二
月
の
連
邦
党
大
会
で
連
邦
党
執
行
部
の
共
同
代
表
に
選
ば

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九
八
七
年
五
月
、
一
九
八
八
年
一
二
月
ま
で
そ
の
地
位
を
保
持
し
た
。
草
の
根
民
主
制
の
原
則
は
党
執
行
部
の
役
職
の

再
任
も
制
限
し
、
執
行
部
員
は
毎
年
改
選
さ
れ
、
執
行
部
代
表
も
大
半
が
二
年
未
満
の
任
期
を
務
め
て
交
替
し
て
い
た
が
、
こ
の
二
人
だ

け
が
三
年
以
上
務
め
た
（
V
een
and
H
offm
ann
1992：
31）。

こ
う
し
て
原
理
派
が
戦
線
を
移
動
し
た
の
で
派
閥
抗
争
は
全
国
に
拡
大
し
た
。
ヘ
ッ
セ
ン
の
現
実
派
も
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
や
バ
ー
デ

ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
の
緑
の
党
、
お
よ
び
連
邦
議
会
の
現
実
派
議
員
と
連
携
し
、
一
九
八
六
年
に
は
現
実
派
の
全
国
会
合
を
初
め
て

開
い
た
。
全
国
的
な
派
閥
抗
争
は
一
九
八
九
年
に
原
理
派
に
よ
る
連
邦
執
行
部
支
配
が
崩
壊
し
た
こ
と
で
よ
う
や
く
収
束
す
る
。

先
述
の
一
九
八
三
年
選
挙
前
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
支
持
層
で
は
Ｃ
Ｄ
Ｕ
と
の
大
連
立
を
望
む
者
が
半
数
近
く
お
り
、
緑
の
党
と

の
連
立
の
支
持
者
（
二
四
％
）
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
大
連
立
の
支
持
者
は
労
働
者
層
や
低
学
歴
、
年
齢
四
〇
才
以
上
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
ま
た
は
教
会
へ
た
ま
に
行
く
農
村
地
域
の
住
民
に
多
く
、
反
対
に
緑
の
党
と
の
連
携
の
支
持
者
に
は
新
中
間
層
や
高
学
歴
、
若
年
、
非

宗
教
、
都
市
居
住
者
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
ヘ
ッ
セ
ン
Ｓ
Ｐ
Ｄ
内
で
中
道
右
派
に
近
い
ベ
ル
ナ
ー
が
緑
の
党
と
の
交
渉
を
推
進
し
た
た

め
、
異
論
は
抑
え
込
ま
れ
た
。
彼
は
一
九
八
三
年
一
一
月
、
カ
ッ
セ
ル
市
近
郊
の
バ
ウ
ナ
タ
ー
ル
で
開
い
た
Ｓ
Ｐ
Ｄ
州
党
大
会
の
席
上
、

緑
の
党
の
マ
ー
ル
バ
ッ
ハ
州
党
大
会
決
議
に
言
及
し
、
抗
議
運
動
の
分
子
を
政
党
制
に
統
合
し
て
Ｃ
Ｄ
Ｕ
・
Ｃ
Ｓ
Ｕ
と
Ｆ
Ｄ
Ｐ
の
連
邦
政

府
へ
の
対
抗
力
を
確
立
す
べ
き
こ
と
を
訴
え
、
緑
の
党
と
の
交
渉
入
り
を
正
式
に
表
明
し
た
（
Scharf1989：
171）。
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一
九
八
三
年
一
一
月
一
四
日
、
両
党
議
員
団
に
よ
る
第
一
回
交
渉
が
、
草
の
根
民
主
制
を
重
視
す
る
緑
の
党
の
求
め
に
よ
り
、
公
開
で

行
な
わ
れ
、
若
年
失
業
や
職
業
教
育
の
奨
励
、
森
林
枯
れ
死
・
大
気
清
浄
化
と
い
う
合
意
の
得
や
す
い
争
点
が
討
議
さ
れ
た
。
一
九
八
四

年
一
月
中
旬
ま
で
に
、
こ
の
種
の
公
開
交
渉
は
六
回
行
な
わ
れ
た
。
合
間
に
は
、
公
開
の
交
渉
で
は
決
め
ら
れ
な
か
っ
た
懸
案
の
討
議
や

細
目
の
詰
め
の
た
め
、
小
規
模
の
作
業
部
会
が
開
か
れ
た
。
緑
の
党
の
一
般
党
員
も
交
渉
団
か
ら
の
説
明
を
通
じ
て
、
妥
協
の
必
要
性
を

納
得
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
八
四
年
一
月
一
四
、
一
五
日
に
ウ
ジ
ン
ゲ
ン
（
ホ
ー
ホ
・
タ
ウ
ナ
ス
郡
）
で
開
か
れ
た
州
党
大
会
に
は
、

関
心
の
高
さ
を
反
映
し
て
一
日
だ
け
で
九
〇
〇
名
も
の
党
員
が
参
加
し
、
一
一
の
交
渉
分
野
の
う
ち
五
つ
の
中
間
結
果
が
承
認
さ
れ
、
交

渉
の
続
行
が
決
議
さ
れ
た
。
こ
こ
ま
で
の
両
党
の
合
意
事
項
は
、
原
子
力
に
限
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
2
）。

・
ヘ
ッ
セ
ン
に
お
け
る
原
発
新
設
、
持
に
ビ
ブ
リ
ス
Ｃ
号
機
や
ボ
ル
ケ
ン
（
北
ヘ
ッ
セ
ン
）
の
計
画
は
不
要
と
な
る
。
運
転
中
の
ビ
ブ

リ
ス
原
発
Ａ
・
Ｂ
号
機
に
関
し
て
は
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の
エ
コ
研
究
所
に
研
究
を
委
託
し
、
州
議
会
で
公
聴
会
（
A
nhörung）
も
開

く
。

・
ヌ
ー
ケ
ム
と
ア
ル
ケ
ム
の
核
燃
料
工
場
で
軍
事
転
用
可
能
な
物
質
が
生
産
可
能
か
ど
う
か
に
関
し
て
州
議
会
で
公
聴
会
を
開
く
。
既

成
事
実
（
認
可
）
が
生
じ
る
前
に
州
議
会
で
議
論
を
す
る
。
た
だ
し
認
可
手
続
き
の
不
当
な
遅
延
は
回
避
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

・
不
一
致
点
の
両
論
併
記
。
緑
の
党
は
ビ
ブ
リ
ス
原
発
Ａ
・
Ｂ
号
機
と
ハ
ー
ナ
ウ
の
核
燃
料
工
場
の
運
転
の
放
棄
や
、
原
子
力
拡
大
の

放
棄
を
必
要
か
つ
可
能
と
考
え
る
。
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
一
九
八
〇
年
代
の
う
ち
は
原
子
力
利
用
の
可
能
性
を
電
力
供
給
と
産
業
政
策
の
見
地

か
ら
維
持
す
べ
き
と
考
え
る
。
た
だ
し
原
子
力
の
長
期
利
用
は
核
廃
棄
物
の
最
終
処
分
確
保
を
条
件
と
す
る
。

要
す
る
に
緑
の
党
が
既
存
の
原
発
の
当
面
の
運
転
継
続
を
甘
受
す
る
一
方
、
原
発
新
設
は
不
要
と
い
う
認
識
で
一
致
し
た
の
で
、
ハ
ー

ナ
ウ
の
工
場
の
生
産
拡
大
の
認
可
申
請
が
懸
案
と
し
て
残
っ
た
の
で
あ
る
。

交
渉
の
最
終
結
果
は
一
九
八
四
年
五
月
二
〇
日
に
ロ
ラ
ー
（
ギ
ー
セ
ン
郡
）
で
開
か
れ
た
州
党
大
会
で
承
認
さ
れ
た
。
一
九
八
四
年
六
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月
一
日
の
ヘ
ッ
セ
ン
Ｓ
Ｐ
Ｄ
党
大
会
を
経
て
、
六
月
四
日
、
両
党
と
州
議
会
両
会
派
は
⽛
寛
容
⽜（
閣
外
協
力
）
協
定
に
署
名
し
た
。
さ
ら

に
七
月
四
日
、
ベ
ル
ナ
ー
は
緑
の
党
と
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
議
員
全
員
の
賛
成
票
に
よ
り
州
首
相
に
選
出
さ
れ
、
少
数
政
権
は
暫
定
状
態
を
解
消
し

た
（
Johnsen
1988：
60-64,
132,
68-73）。

緑
の
党
は
州
党
大
会
決
議
に
従
っ
て
閣
僚
人
事
へ
の
影
響
力
行
使
を
放
棄
し
て
い
た
。
政
府
再
編
に
あ
た
り
ベ
ル
ナ
ー
は
、
環
境
政
策

を
労
働
・
社
会
省
に
移
管
し
、
省
の
名
称
も
労
働
・
環
境
・
社
会
省
と
し
、
大
臣
に
は
ク
ラ
ウ
ス
（
A
rm
in
Clauss）
を
留
任
さ
せ
た
。

Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
こ
の
再
編
を
雇
用
政
策
と
環
境
保
護
の
宥
和
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
緑
の
党
の
和
解
の
象
徴
だ
と
自
画
自
賛
し
た
。
し
か
し
環
境
保
護
団

体
は
批
判
的
だ
っ
た
。
原
子
力
施
設
の
認
可
を
含
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
経
済
技
術
省
に
依
然
と
し
て
所
管
さ
れ
て
お
り
（
3
）、
自
然
保
護
は

農
林
業
・
自
然
保
護
省
（
4
）に
移
管
さ
れ
、
労
働
・
環
境
・
社
会
省
内
で
も
八
局
の
う
ち
一
局
が
環
境
問
題
を
担
当
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う

の
で
あ
る
。
ま
た
元
々
は
緑
の
党
が
発
案
し
、
苦
労
し
て
協
定
に
盛
り
込
ま
せ
た
政
策
を
、
州
政
府
が
自
ら
の
功
績
で
あ
る
か
の
よ
う
に

宣
伝
し
た
。
労
働
・
環
境
大
臣
が
宣
伝
し
た
⽛
廃
棄
物
の
回
避
、
削
減
、
利
用
⽜
を
優
先
す
る
新
し
い
廃
棄
物
政
策
や
、
農
林
・
自
然
保

護
省
が
宣
伝
し
た
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
工
事
の
さ
れ
た
河
川
の
再
自
然
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
緑
の
党
州
議
会
会
派
も
報
道
担
当
者
を
専

従
で
雇
っ
た
が
、
州
政
府
の
官
僚
機
構
や
広
報
課
、
大
臣
を
通
じ
て
政
策
を
宣
伝
で
き
る
Ｓ
Ｐ
Ｄ
に
太
刀
打
ち
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
た

め
緑
の
党
内
で
も
閣
僚
推
薦
権
を
持
つ
べ
き
だ
と
い
う
考
え
が
強
ま
っ
た
（
Johnsen
1988：
75-76
（
5
））。

核
燃
料
工
場
を
め
ぐ
っ
て
は
緑
の
党
会
派
に
よ
る
州
議
会
で
の
絶
え
ま
な
い
質
問
に
加
え
て
、
原
子
力
法
七
条
が
義
務
づ
け
た
認
可
資

料
の
公
開
と
聴
聞
会
も
、
地
元
の
市
民
団
体
Ｉ
Ｕ
Ｈ
を
助
け
た
。
一
九
八
三
年
一
〇
月
二
五
日
、
ハ
ー
ナ
ウ
の
核
燃
料
企
業
の
歴
史
上
初

め
て
聴
聞
会
が
、
ヌ
ー
ケ
ム
に
関
し
て
開
か
れ
た
。
一
〇
〇
人
の
警
官
に
守
ら
れ
な
が
ら
、
Ｔ

Ü

Ｖ
バ
イ
エ
ル
ン
の
鑑
定
人
た
ち
は
ハ
ー

ナ
ウ
文
化
会
館
で
、
市
民
や
対
抗
専
門
家
か
ら
の
追
及
を
受
け
た
。
放
射
能
の
排
出
量
の
試
算
に
つ
い
て
ヌ
ー
ケ
ム
が
資
料
の
中
で
一
〇

〇
〇
分
の
一
の
数
字
を
申
告
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
聴
聞
会
は
や
り
直
し
と
な
っ
た
。
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ア
ル
ケ
ム
に
つ
い
て
は
、原
子
力
法
第
三
次
改
正
前
の
一
九
七
四
年
一
二
月
三
〇
日
に
認
め
ら
れ
た
九
条
取
扱
い
認
可
の
延
長
申
請
と
、

法
改
正
後
に
求
め
ら
れ
た
七
条
認
可
の
申
請
が
、
一
九
七
五
年
一
二
月
一
二
日
に
提
出
さ
れ
て
い
た
が
、
ア
ル
ケ
ム
は
こ
れ
ら
の
申
請
の

修
正
を
一
九
八
四
年
一
月
一
八
日
に
申
請
し
た
。
修
正
申
請
は
事
実
上
行
わ
れ
て
き
た
工
程
の
事
後
認
可
や
工
場
の
増
築
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料

製
造
部
門
の
新
築
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
取
扱
量
の
拡
大
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
れ
を
受
け
、
認
可
書
類
の
公
示
が
一
九
八
四
年
四
月
か
ら

六
月
に
か
け
て
行
わ
れ
、
こ
れ
に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
が
二
一
三
四
件
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
を
審
議
す
る
た
め
、
九
月
二
四
日
に
聴
聞

会
が
開
か
れ
た
（
6
）。
こ
れ
ら
は
一
九
八
七
年
か
ら
一
九
九
一
年
に
か
け
て
、
一
連
の
部
分
認
可
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
に
対
し
て
行

政
訴
訟
が
起
こ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

Ｉ
Ｕ
Ｈ
は
、
そ
の
一
部
が
緑
の
党
に
入
党
し
た
も
の
の
、
現
実
路
線
と
は
距
離
を
置
い
た
が
、
会
議
の
公
開
規
則
を
利
用
し
て
州
党
大

会
に
は
毎
回
参
加
し
、
核
燃
料
工
場
問
題
を
優
先
課
題
に
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
一
九
八
四
年
一
一
月
に
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
少
数
政
権
と
緑
の

党
と
の
閣
外
協
力
が
一
旦
頓
挫
す
る
と
、
核
燃
料
工
場
問
題
の
社
会
的
認
知
度
は
高
ま
り
、
Ｉ
Ｕ
Ｈ
は
一
二
月
の
ハ
ー
ナ
ウ
で
の
反
原
発

デ
モ
に
五
〇
〇
〇
人
を
動
員
で
き
た
。
核
燃
料
工
場
反
対
デ
モ
は
、
緑
の
党
や
平
和
団
体
が
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
後
に
共
催
し
た
一
九

八
六
年
一
一
月
八
日
の
デ
モ
が
頂
点
で
あ
り
、
約
二
万
人
が
参
加
し
た
。
た
だ
し
人
口
八
万
五
〇
〇
〇
人
弱
の
う
ち
二
六
〇
〇
人
が
核
燃

料
企
業
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
土
地
柄
で
、
地
元
住
民
の
参
加
は
わ
ず
か
だ
っ
た
（
Sontheim
er
1987：
9,
12）。

ま
た
貯
蔵
庫
に
大
量
の
核
物
質
を
置
く
こ
と
は
、
核
兵
器
拡
散
へ
の
懸
念
を
生
ん
だ
た
め
、
一
九
八
四
年
六
月
一
五
日
、
上
述
の
赤
緑

協
定
に
従
い
、
州
議
会
で
公
聴
会
が
開
か
れ
、
ヌ
ー
ケ
ム
で
加
工
さ
れ
る
高
濃
縮
ウ
ラ
ン
も
、
ア
ル
ケ
ム
で
加
工
さ
れ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

239
も
、
核
兵
器
製
造
に
利
用
可
能
な
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
た
。
さ
ら
に
九
月
二
四
日
、
ア
ル
ケ
ム
の
認
可
申
請
に
つ
い
て
原
子
力
法
所
定

の
聴
聞
会
が
行
な
わ
れ
、
市
民
団
体
や
Ｂ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
（
7
）、
お
よ
び
多
数
の
個
人
が
異
議
申
し
立
て
を
行
い
（
8
）、
緑
の
党
議
員
団
は
工
場
の
即
時
停

止
を
州
政
府
に
要
求
し
た
。
緑
の
党
は
さ
ら
に
一
〇
月
六
、
七
日
に
マ
イ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
で
開
か
れ
た
州
党
大
会
で
、
論
争
の
末
、
軍
事
転
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用
可
能
性
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
ヌ
ー
ケ
ム
新
工
場
用
建
屋
の
第
一
次
部
分
認
可
を
州
経
済
技
術
大
臣
が
発
令
す
る
場
合
は
寛
容
協
定

を
破
棄
す
る
方
針
案
を
採
択
し
た
。

前
後
し
て
一
九
八
四
年
五
月
一
九
日
に
エ
ッ
セ
ン
で
開
か
れ
た
Ｓ
Ｐ
Ｄ
連
邦
党
大
会
は
、
再
処
理
工
場
計
画
に
反
対
を
表
明
し
て
い
た

（
V
orstand
derSPD
1986：
450-453）。
こ
の
施
設
に
反
対
す
る
な
ら
、そ
こ
で
抽
出
さ
れ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
燃
料
に
加
工
す
る
ハ
ー

ナ
ウ
の
工
場
に
も
反
対
す
る
の
が
合
理
的
だ
っ
た
。
し
か
し
州
経
済
技
術
相
シ
ュ
テ
ー
ガ
ー
は
一
〇
月
末
、
年
内
に
も
ヌ
ー
ケ
ム
の
新
工

場
建
設
に
第
一
次
部
分
認
可
を
与
え
る
意
向
を
表
明
し
た
。
緑
の
党
会
派
は
州
政
府
が
認
可
手
続
き
の
際
に
裁
量
の
余
地
を
尽
く
し
て
い

な
い
と
主
張
し
た
が
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
の
協
議
は
不
調
に
終
わ
っ
た
た
め
、
一
一
月
一
九
日
、
閣
外
協
力
の
終
了
を
宣
言
し
た
。

そ
れ
で
も
一
九
八
四
年
一
二
月
一
日
に
リ
ヒ
で
開
か
れ
た
ヘ
ッ
セ
ン
緑
の
党
の
党
大
会
は
、
こ
れ
ま
で
の
現
実
路
線
を
確
認
し
、
条
件

つ
き
で
Ｓ
Ｐ
Ｄ
州
政
府
へ
の
寛
容
を
続
行
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。
そ
の
条
件
の
中
に
は
、⽛
州
政
府
は
ハ
ー
ナ
ウ
の
核
燃
料
工
場
を
、
で

き
る
だ
け
閉
鎖
的
な
原
料
循
環
を
採
用
し
、
環
境
と
社
会
に
適
合
的
な
財
を
生
産
す
る
施
設
へ
転
換
さ
せ
る
た
め
に
努
力
し
、
そ
れ
に
よ

り
雇
用
を
確
保
す
る
こ
と
⽜、
す
な
わ
ち
産
業
転
換
を
要
求
す
る
項
目
も
含
ま
れ
て
い
た
（
Johnsen
1988：
77-80）。

ま
た
Ｉ
Ｕ
Ｈ
の
メ
ン
バ
ー
は
一
九
八
四
年
一
一
月
一
日
ま
で
に
、
ア
ル
ケ
ム
社
の
執
行
役
員
と
州
経
済
技
術
省
の
職
員
に
対
す
る
刑
事

告
発
を
ハ
ー
ナ
ウ
検
事
局
に
起
こ
し
た
。
容
疑
は
、⽛
必
要
な
認
可
な
く
（
略
）
核
技
術
施
設
を
運
転
す
る
⽜
者
は
処
罰
を
受
け
る
と
い
う

刑
法
三
二
七
条
一
項
へ
の
違
反
で
あ
る
。
一
二
月
一
一
日
、
検
事
局
は
ア
ル
ケ
ム
社
の
捜
索
を
開
始
し
た
。
検
事
局
は
、
一
九
八
五
年
二

月
二
二
日
に
州
経
済
技
術
省
で
三
四
八
も
の
フ
ァ
イ
ル
を
押
収
し
た
（
9
）。
検
事
局
は
さ
ら
に
Ｒ
Ｂ
Ｕ
に
も
捜
査
を
拡
大
し
た
。
三
月
二
六

日
、
Ｉ
Ｕ
Ｈ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
旧
工
場
の
認
可
手
続
き
を
申
請
す
る
意
思
が
な
か
っ
た
と
し
て
ヌ
ー
ケ
ム
社
を
刑
事
告
発
し
た
（
10
）。
ま
た
五

月
初
め
、
州
経
済
相
シ
ュ
テ
ー
ガ
ー
が
Ｒ
Ｂ
Ｕ
の
工
場
の
部
分
閉
鎖
を
命
じ
た
の
を
受
け
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
南
ヘ
ッ
セ
ン
支
部
は
五
月
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
に
関
す
る
特
別
党
大
会
を
招
集
し
、
脱
原
子
力
を
求
め
る
決
議
を
採
択
し
た
（
M
ohr
2001：
207-208）。

北研 52 (2・55) 153

ドイツの⽛原子力村⽜と安全規制の政治争点化（Ⅱ）



前
後
し
て
一
九
八
五
年
三
月
一
〇
日
に
ヘ
ッ
セ
ン
州
自
治
体
選
挙
が
行
な
わ
れ
た
。
郡
と
特
別
市
の
平
均
で
Ｃ
Ｄ
Ｕ
と
Ｆ
Ｄ
Ｐ
が
と
も

に
得
票
率
を
減
ら
し
た
の
に
対
し
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
前
回
一
九
八
一
年
選
挙
よ
り
約
四
％
増
の
四
三
･七
％
、
緑
の
党
は
約
三
％
増
の
七
･一
％

と
な
っ
た
。
緑
の
党
の
勝
利
は
党
組
織
の
充
実
に
も
支
え
ら
れ
て
お
り
、
党
員
数
は
一
九
八
四
年
五
月
か
ら
一
九
八
五
年
三
月
末
ま
で
の

一
〇
カ
月
で
一
二
〇
〇
人
も
増
え
、
四
二
〇
〇
人
に
な
っ
て
い
た
。
党
の
下
部
組
織
も
着
実
に
整
備
さ
れ
、
緑
の
党
は
州
内
二
一
郡
と
五

独
立
市
全
て
に
候
補
者
を
擁
立
で
き
、
う
ち
二
つ
を
除
く
全
て
の
郡
と
全
独
立
市
で
議
席
を
獲
得
し
た
。
独
立
市
を
除
く
四
二
一
の
全
市

町
村
で
は
合
計
五
四
〇
名
の
議
席
を
獲
得
し
た
。

選
挙
後
、
緑
の
党
の
州
議
会
議
員
団
は
自
治
体
の
党
員
に
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
の
提
携
を
試
み
る
よ
う
促
し
、
州
首
相
ベ
ル
ナ
ー
も
緑
の
党
と
の

提
携
に
入
る
よ
う
推
奨
し
た
。
そ
の
結
果
、
郡
と
独
立
市
で
は
南
部
の
ベ
ル
ク
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ
郡
、
ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
・
デ
ィ
ー
ブ
ル

ク
郡
、
ヴ
ィ
ー
ス
バ
ー
デ
ン
市
、
ヴ
ェ
ッ
テ
ラ
ウ
郡
で
、
中
部
で
は
ギ
ー
セ
ン
郡
と
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
・
ビ
ー
デ
ン
コ
ッ
プ
郡
で
、
そ
れ
以

外
で
も
中
部
の
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
と
ギ
ー
セ
ン
の
両
市
で
連
立
行
政
が
誕
生
し
た
。
南
部
の
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
市
と
マ
イ
ン
・
キ
ン

ツ
ィ
ッ
ヒ
郡
（
そ
の
最
大
の
都
市
が
ハ
ー
ナ
ウ
市
）
で
は
一
九
八
六
年
に
入
っ
て
か
ら
両
党
の
連
立
行
政
が
成
立
し
た
。

多
く
の
場
合
、
緑
の
党
は
人
事
面
で
も
自
治
体
政
治
へ
の
参
加
を
要
求
し
、
ギ
ー
セ
ン
市
と
マ
イ
ン
・
キ
ン
ツ
ィ
ッ
ヒ
郡
を
除
き
、
郡

や
市
の
常
勤
参
事
（
課
長
）
ポ
ス
ト
を
獲
得
し
た
。
課
長
職
の
確
保
は
、
実
務
志
向
の
自
治
体
政
治
上
の
要
請
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
た
が
、

州
レ
ベ
ル
で
も
人
事
面
を
含
め
た
連
立
に
参
加
す
る
こ
と
を
実
務
的
な
課
題
と
見
な
す
傾
向
を
強
め
た
（
Johnsen
1988：
83-87,
94）。

多
数
の
自
治
体
議
員
の
誕
生
や
、
幾
つ
か
の
⽛
赤
緑
⽜
自
治
体
の
成
立
は
、
党
運
営
規
則
の
見
直
し
も
促
し
た
。
党
員
四
二
〇
〇
人
の

う
ち
、
自
治
体
議
員
だ
け
で
五
四
〇
名
と
な
り
、
党
員
八
人
に
一
人
の
割
合
に
な
っ
た
。
こ
の
ほ
か
に
州
議
会
議
員
や
ヘ
ッ
セ
ン
州
党
推

薦
の
連
邦
議
会
議
員
、
そ
れ
ら
の
議
員
や
会
派
の
ス
タ
ッ
フ
、
自
治
体
の
課
長
な
ど
政
治
的
任
命
に
基
づ
く
行
政
職
や
、
行
政
職
員
と
し

て
働
く
党
員
、
大
都
市
の
区
会
（
O
rtsbeiräte）
に
選
出
さ
れ
た
党
員
（
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
と
ヴ
ィ
ー
ス
バ
ー
デ
ン
だ
け
で
、
一
九
八
七
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年
時
点
で
各
々
三
〇
名
及
び
一
七
名
を
数
え
た
）
が
い
た
。
党
員
に
占
め
る
公
職
従
事
者
の
割
合
が
大
き
く
な
り
、
し
か
も
彼
ら
は
党
の

中
で
も
活
動
家
層
に
属
す
る
た
め
、
各
地
の
党
支
部
は
活
発
な
党
組
織
の
維
持
に
必
要
な
人
員
の
不
足
に
直
面
し
た
。
例
え
ば
グ
ロ
ス
・

ゲ
ラ
ウ
郡
で
は
西
滑
走
路
反
対
運
動
を
バ
ネ
に
緑
の
党
が
躍
進
し
た
た
め
、
郡
党
員
一
〇
〇
人
の
う
ち
六
〇
人
が
様
々
な
議
会
に
選
出
さ

れ
た
。
と
こ
ろ
が
緑
の
党
の
運
営
規
則
で
は
公
職
と
党
職
の
兼
任
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
た
め
、
郡
党
は
役
職
の
候
補
者
の
確
保
が
困
難
と

な
り
、
党
役
員
は
議
会
活
動
に
ほ
と
ん
ど
関
心
を
示
さ
ず
、
自
治
体
政
治
家
は
党
の
会
合
に
出
席
す
る
時
間
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
状

況
に
な
っ
た
。⽛
草
の
根
民
主
制
⽜
が
予
定
し
て
い
た
議
員
へ
の
統
制
を
一
般
党
員
が
行
使
す
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
議
会
部
門
が
州
党
の

各
レ
ベ
ル
で
強
い
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
（
Scharf1989：
173-174）。
こ
の
こ
と
は
公
職
と
党
職
の
分
離
原
則
の
廃
止
論
を
強

め
る
と
と
も
に
、
現
実
派
の
説
得
力
を
強
め
る
要
因
に
な
っ
た
。

ハ
ー
ナ
ウ
市
議
会
へ
の
進
出
も
一
九
八
五
年
自
治
体
選
挙
に
お
い
て
で
あ
る
。
緑
の
党
市
議
た
ち
は
議
会
初
登
院
の
と
き
、
原
子
力
が

自
治
体
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
、
議
会
の
除
染
を
表
現
す
る
放
射
線
防
護
服
を
着
て
議
場
に
入
っ
た
。
一
一
月
、
Ｒ
Ｂ
Ｕ
の
ウ

ラ
ン
加
工
工
程
か
ら
市
の
下
水
道
に
放
射
能
汚
染
水
が
流
れ
込
み
、
限
界
値
を
越
え
た
こ
と
が
明
る
み
に
出
る
と
（
後
述
）、
ハ
ー
ナ
ウ
緑

の
党
会
派
は
野
党
な
が
ら
調
査
委
員
会
の
設
置
を
勝
ち
取
っ
た
。
一
九
八
四
年
か
ら
一
九
九
一
年
ま
で
ハ
ー
ナ
ウ
で
は
二
八
の
事
故

（
Störfälle）
が
起
き
、
郡
議
会
と
ハ
ー
ナ
ウ
市
議
会
の
緑
の
党
会
派
は
ウ
ラ
ン
と
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
加
工
の
即
時
停
止
を
要
求
し
た
が
、

Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
Ｃ
Ｄ
Ｕ
は
こ
れ
を
拒
否
し
、
あ
る
い
は
州
や
連
邦
の
権
限
だ
か
ら
と
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。
し
か
し
マ
イ
ン
・
キ
ン
ツ
ィ
ッ
ヒ

郡
で
赤
緑
の
連
立
郡
行
政
が
成
立
す
る
と
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
多
く
の
場
合
、
緑
の
党
の
動
議
を
支
持
し
た
。
一
九
八
六
年
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

原
発
事
故
後
、
ハ
ー
ナ
ウ
市
議
会
と
郡
議
会
の
緑
の
党
は
、
食
料
品
や
子
ど
も
が
遊
ぶ
砂
場
の
放
射
線
値
に
つ
い
て
の
正
確
な
調
査
と
核

燃
料
企
業
の
即
時
閉
鎖
を
要
求
し
た
（
D
iez
2000）。

一
方
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
自
治
体
選
挙
と
同
日
に
行
わ
れ
た
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
州
議
会
選
挙
で
は
、
同
州
で
野
党
だ
っ
た
Ｓ
Ｐ
Ｄ
が
単
独
過
半

北研 52 (2・57) 155

ドイツの⽛原子力村⽜と安全規制の政治争点化（Ⅱ）



数
の
議
席
を
獲
得
し
た
の
に
対
し
、
緑
の
党
は
二
･五
％
の
得
票
率
し
か
得
ら
れ
ず
、
議
席
獲
得
に
失
敗
し
た
。
選
挙
前
に
同
州
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の

議
長
ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
（
O
skarLafontaine）
が
連
立
の
提
案
を
し
て
い
た
が
、
緑
の
党
が
拒
否
し
た
こ
と
が
敗
因
と
解
釈
さ
れ
た
。
ま

た
五
月
一
二
日
に
行
わ
れ
た
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
議
会
選
挙
で
は
、
緑
の
党
と
の
提
携
を
拒
否
し
て
い
た
州
首
相

ラ
ウ
（
Johannes
Rau）
の
与
党
Ｓ
Ｐ
Ｄ
が
単
独
多
数
を
維
持
し
、
緑
の
党
は
四
･六
％
で
や
は
り
議
席
獲
得
に
届
か
な
か
っ
た
。

こ
う
し
て
ヘ
ッ
セ
ン
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
緑
の
党
は
、連
立
の
可
能
性
の
具
体
化
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、そ
れ
に
は
最
大
の
懸
案
だ
っ

た
原
子
力
問
題
の
解
決
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
こ
で
州
議
会
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
緑
の
党
の
両
会
派
は
⽛
ヘ
ッ
セ
ン
原
子
力
政
策
作
業
部
会
⽜

（
A
rbeitsgruppehessischeA
tom
energiepolitik）
を
設
置
し
、
四
人
ず
つ
専
門
家
を
指
名
し
た
。
専
門
家
の
構
成
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
側
が

ト
ラ
ウ
ベ
教
授
（
K
lausT
raube
（
11
））
や
、
ユ
ー
バ
ー
ホ
ル
ス
ト
（
Reinhard
U
eberhorst）
元
連
邦
議
会
議
員
（
12
）、
ド
イ
ツ
労
働
総
同
盟
（
Ｄ

Ｇ
Ｂ
）
ヘ
ッ
セ
ン
支
部
の
ホ
ー
ホ
グ
レ
ー
ヴ
ェ
（
H
orstH
ochgreve）、
お
よ
び
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
行
政
法
教
授
シ
ュ
タ
イ
ン
ベ
ル

ク
（
RudolfSteinberg）
を
、
ま
た
緑
の
党
側
は
カ
ッ
セ
ル
の
環
境
法
教
授
ロ
ス
ナ
ー
ゲ
ル
（
A
lexanderRoßnagel）
や
ダ
ル
ム
シ
ュ

タ
ッ
ト
の
エ
コ
研
究
所
代
表
ザ
イ
ラ
ー
（
M
ichaelSailer
（
13
））、
バ
ウ
マ
ン
弁
護
士
（
W
olfgang
Baum
ann）、
エ
コ
研
究
所
の
ハ
ー
ン

（
LotharH
ahn
（
14
））
を
指
名
し
た
（
O
ppeln
1989：
328）。
こ
れ
は
政
治
か
ら
独
立
し
た
委
員
会
で
は
な
く
、
両
党
の
拘
束
委
任
を
受
け
て

審
議
を
行
い
、
一
九
八
五
年
五
月
一
五
日
に
次
の
よ
う
な
要
点
の
勧
告
を
出
し
た
。

・
ヌ
ー
ケ
ム
新
工
場
の
第
一
次
部
分
認
可
の
即
時
執
行
は
命
令
し
な
い
。
軍
事
転
用
可
能
な
核
燃
料
の
製
造
を
防
止
す
る
た
め
、
ウ
ラ

ン
235
の
濃
縮
度
を
最
大
二
〇
％
に
制
限
す
る
。

・
ア
ル
ケ
ム
の
認
可
は
、⽛
現
時
点
で
は
決
定
を
下
せ
る
ほ
ど
成
熟
し
て
い
な
い
⽜
と
い
う
理
由
で
棚
上
げ
に
す
る
。
連
邦
内
務
省
の
指

示
が
あ
っ
た
と
き
は
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
は
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
提
訴
す
る
。

・
Ｒ
Ｂ
Ｕ
か
ら
生
産
能
力
を
三
倍
に
拡
大
す
る
申
請
が
あ
っ
た
場
合
、⽛
申
請
が
認
可
を
受
け
る
条
件
を
も
つ
か
ど
う
か
最
終
的
な
判
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断
を
下
せ
る
状
況
に
は
な
い
⽜
と
い
う
理
由
で
棚
上
げ
に
す
る
。

・
同
じ
こ
と
は
ホ
ー
ベ
ク
の
認
可
と
、
そ
の
即
時
執
行
命
令
に
も
適
用
さ
れ
る
。
ヌ
ー
ケ
ム
新
工
場
と
同
様
に
、
核
兵
器
製
造
可
能
な

核
燃
料
物
質
の
拡
散
お
よ
び
加
工
は
回
避
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

・
ビ
ブ
リ
ス
原
発
Ａ
・
Ｂ
号
機
の
場
合
、
必
要
な
被
害
予
防
と
放
射
性
廃
棄
物
の
無
害
な
除
去
が
保
障
さ
れ
る
か
ど
う
か
、
鑑
定
で
解

明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
原
子
力
法
上
の
前
提
条
件
が
満
た
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、⽛
州
政
府
は
住
民
保
護
の
た
め
、
最
終

的
に
は
運
転
認
可
の
取
り
消
し
も
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
法
的
手
段
を
尽
く
さ
ね
ば
な
ら
な
い
⽜
と
し
た
。

全
体
的
に
、
核
兵
器
製
造
可
能
物
質
の
生
産
や
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
処
理
量
の
拡
大
を
認
め
な
い
点
で
は
緑
の
党
の
主
張
が
通
っ
た
が
、

そ
の
他
の
問
題
は
棚
上
げ
さ
れ
た
。
両
会
派
は
こ
の
勧
告
を
州
政
府
へ
の
行
動
提
案
と
し
て
受
け
入
れ
、
一
九
八
五
年
六
月
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と

緑
の
党
の
各
々
の
大
会
は
こ
れ
を
承
認
し
た
（
Johnsen
1988：
83-84,
86-87）。
こ
れ
を
受
け
一
〇
月
一
六
日
、
両
党
は
連
立
協
定
を

正
式
に
締
結
し
た
（
15
）。
一
二
月
一
二
日
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
が
緑
の
党
と
し
て
初
め
て
大
臣
（
州
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
）
に
就
任
し
、
ド
イ

ツ
で
初
め
て
⽛
赤
緑
⽜
政
権
が
州
レ
ベ
ル
で
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
州
議
会
で
の
州
環
境
相
宣
誓
式
に
は
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
ジ
ー
ン
ズ
、
ス

ニ
ー
カ
ー
と
い
う
服
装
で
臨
み
、⽛
制
度
を
通
じ
た
長
征
⽜（
一
九
六
八
年
運
動
の
指
導
者
、
ル
デ
ィ
・
ド
ゥ
チ
ュ
ケ
の
有
名
な
言
葉
。
学

生
運
動
で
は
敗
北
し
て
も
、
諸
制
度
の
中
に
入
っ
て
内
部
か
ら
の
変
革
を
目
指
す
）
を
象
徴
す
る
も
の
と
見
な
さ
れ
た
。
緑
の
党
の
草
の

根
民
主
制
規
則
に
従
い
、
大
臣
給
与
の
う
ち
、
州
議
会
議
員
と
同
額
（
一
九
二
〇
DM
の
給
与
と
一
〇
〇
〇
DM
の
諸
経
費
、
お
よ
び
扶
養
家

族
一
名
ご
と
に
五
〇
〇
DM
）
を
留
保
し
て
、
残
額
を
緑
の
党
の
⽛
エ
コ
基
金
⽜
に
上
納
し
た
（
K
nitter1998:229,
212-213）。
緑
の
党

は
環
境
省
次
官
（
ケ
ア
シ
ュ
ゲ
ン
ス
）
と
女
性
省
次
官
（
ハ
イ
バ
ッ
ハ
M
aritaH
aibach）
の
ポ
ス
ト
も
得
た
ほ
か
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は

政
治
任
用
に
よ
っ
て
、⽛
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
・
ギ
ャ
ン
グ
⽜
と
呼
ば
れ
た
一
群
の
緑
の
党
員
を
州
環
境
省
の
職
員
に
任
命
し
、
行
政
へ
の
浸
透

を
試
み
た
。
腹
心
の
デ
ィ
ッ
ク
（
Georg
D
ick
（
16
））
と
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
（
T
om
K
oenigs
（
17
））
は
そ
れ
ぞ
れ
報
道
官
と
省
大
臣
秘
書
課
長
、
ド
イ
ツ
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環
境
自
然
保
護
連
盟（
Ｂ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
）出
身
の
党
員
エ
ー
ム
ケ（
W
olfgang
Ehm
ke）が
自
然
保
護
課
長
、広
報
主
任
に
コ
ー
ル（
Christiane

K
ohl
（
18
））、基
本
問
題
主
任
に
ク
レ
チ
ュ
マ
ン（
W
infried
K
retschm
ann
（
19
））、連
邦
参
議
院
担
当
・
法
務
主
任
に
リ
ー
デ
ル（
U
lrikeRiedel
（
20
））、

人
事
課
主
任
に
シ
ェ
フ
ァ
ー
（
Roland
Schaeffer）
が
任
命
さ
れ
た
（
Fischer
1987）。

4
．
原
子
力
施
設
の
事
故
・
不
祥
事
の
政
治
的
影
響

4
・
1

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
と
原
子
力
監
督
体
制
の
再
編

緑
の
党
の
州
環
境
相
が
誕
生
し
て
半
年
も
た
た
な
い
一
九
八
六
年
四
月
二
六
日
に
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
は
、

原
子
力
を
め
ぐ
る
連
邦
・
州
間
の
政
治
競
争
を
強
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
ず
原
発
事
故
後
二
カ
月
間
の
動
き
を
見
て
み
た
い
。

原
発
事
故
の
発
生
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
の
高
い
放
射
線
値
検
出
で
初
め
て
世
界
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ソ
連
当
局
は
よ
う
や

く
四
月
二
八
日
、タ
ス
通
信
を
通
し
て
原
子
炉
が
損
傷
し
た
と
だ
け
伝
え
た
。
ド
イ
ツ
連
邦
首
相
府
は
初
動
の
危
機
管
理
を
担
当
し
た
が
、

コ
ー
ル
（
H
elm
utK
ohl）
首
相
は
世
界
経
済
サ
ミ
ッ
ト
へ
の
出
席
の
た
め
東
京
に
い
た
。
二
九
日
、
Ｒ
Ｓ
Ｋ
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
何
が

起
き
、ま
た
起
き
う
る
か
に
関
す
る
報
告
書
の
準
備
を
命
じ
ら
れ
た
。
同
日
、連
邦
研
究
相
リ
ー
ゼ
ン
フ
ー
バ
ー（
H
einzRiesenhuber）

（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
）
は
第
一
放
送
（
Ａ
Ｒ
Ｄ
）
の
テ
レ
ビ
報
道
番
組
で
、
西
ド
イ
ツ
に
放
射
能
雲
が
向
か
う
こ
と
も
、
同
様
の
事
故
が
国
内
で
起
き

う
る
こ
と
も
早
々
と
否
定
し
た
が
、
番
組
後
半
、
南
東
気
流
の
発
生
で
放
射
能
雲
が
西
ド
イ
ツ
に
も
向
か
う
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ

た
。
連
邦
内
務
相
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
（
Friedrich
Zim
m
erm
ann,
CSU
）
も
Ａ
Ｒ
Ｄ
の
別
の
報
道
番
組
で
、⽛
危
険
は
原
子
炉
の
周
囲

三
〇
か
ら
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に
し
か
及
ば
な
い
⽜
と
述
べ
、
二
〇
〇
〇
キ
ロ
も
離
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
に
は
及
ば
な
い
と
述
べ
た
。

首
相
府
官
房
長
官
シ
ョ
イ
ブ
レ
（
W
olfgang
Schäuble,
CD
U
）
も
第
二
放
送
（
Ｚ
Ｄ
Ｆ
）
の
報
道
番
組
で
、
西
ド
イ
ツ
の
住
民
に
危
険

が
及
ぶ
可
能
性
は
な
い
と
述
べ
た
（
N
euberger
1986：
11）。
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州
レ
ベ
ル
で
は
、
例
え
ば
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
の
場
合
、
州
首
相
シ
ュ
ペ
ー
ト
（
LotharSpäth）
が
四
月
三
〇
日
、
州
の

農
林
業
栄
養
環
境
省
、
保
健
社
会
省
、
お
よ
び
内
務
省
の
各
大
臣
や
官
僚
と
協
議
し
、
州
農
林
業
栄
養
環
境
省
に
常
設
監
視
グ
ル
ー
プ
を

置
く
こ
と
を
決
め
た
。
専
門
家
が
汚
染
の
程
度
が
低
い
と
予
想
し
て
い
た
た
め
、
保
健
省
は
ヨ
ウ
素
剤
利
用
に
慎
重
姿
勢
を
と
っ
た
。
州

農
林
業
栄
養
環
境
省
は
当
初
、
放
射
線
上
昇
は
無
害
な
程
度
だ
と
発
表
し
、
特
別
な
予
防
的
行
動
の
必
要
性
を
指
摘
し
な
か
っ
た
。
同
様

の
危
機
管
理
パ
タ
ー
ン
は
他
の
州
に
も
見
ら
れ
た
（
Czada
1990：
290-291,
293）。

同
じ
三
〇
日
、
在
独
ソ
連
大
使
館
は
大
事
故
で
は
な
い
と
再
び
発
表
し
た
。
連
邦
内
務
相
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
は
、
エ
ー
バ
ー
バ
ッ
ハ
修

道
院
で
開
か
れ
た
各
州
と
連
邦
の
環
境
所
管
大
臣
の
会
議
の
席
上
で
も
、⽛
西
ド
イ
ツ
に
は
何
の
危
険
も
な
い
⽜
と
い
う
発
言
を
繰
り
返
し

た
（
K
leinert1994：
152）。
し
か
し
こ
の
こ
ろ
か
ら
専
門
家
が
自
ら
追
加
的
な
測
定
を
始
め
、
公
式
発
表
と
は
異
な
る
見
解
が
報
道
に

現
れ
る
（
Czada1990：
292）。
例
え
ば
N
eueRuhrZeitung紙
は
⽛
火
災
が
さ
ら
に
続
き
、
風
向
き
が
東
方
に
回
転
す
る
場
合
、
連
邦

共
和
国
の
住
民
に
も
危
険
が
及
び
う
る
⽜
と
報
じ
た
。
ま
た
BonnerRundschau紙
は
五
月
一
日
、
放
射
能
雲
が
前
日
の
う
ち
に
北
欧
か

ら
東
方
に
西
ド
イ
ツ
を
通
過
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
向
か
い
、
夜
に
ス
イ
ス
に
到
達
し
た
こ
と
、
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ

ン
州
政
府
が
危
機
管
理
本
部
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
を
報
じ
た
（
N
euberger
1986：
12）。
同
じ
日
、
近
郊
で
地
上
堆
積
物
か
ら
一
平
方

メ
ー
ト
ル
当
た
り
五
万
ベ
ク
レ
ル
（
Bq
）
の
汚
染
が
検
出
さ
れ
た
の
を
受
け
、
ラ
ー
フ
ェ
ン
ス
ブ
ル
ク
の
市
長
は
、
災
害
時
の
予
防
措
置

を
担
当
す
る
消
防
署
の
分
隊
、
化
学
・
生
物
学
・
放
射
線
（
Ｃ
Ｂ
Ｒ
）
防
護
隊
の
設
置
を
決
め
た
（
Czada
1990：
295）。

五
月
に
入
り
、
事
故
の
過
酷
さ
と
西
ド
イ
ツ
国
内
の
汚
染
を
も
は
や
否
定
で
き
な
く
な
る
と
、
食
品
の
摂
取
に
関
す
る
限
界
値
設
定
が

政
治
問
題
化
し
て
い
く
。
例
え
ば
ヨ
ウ
素
131
の
数
値
に
つ
い
て
一
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
五
〇
〇
Bq
を
牛
乳
の
閾
値
と
す
る
こ
と
が
、
五
月
二

日
に
ボ
ン
で
行
わ
れ
た
Ｓ
Ｓ
Ｋ
の
特
別
会
合
で
勧
告
さ
れ
た
。
続
い
て
連
邦
内
務
省
で
行
わ
れ
た
連
邦
事
務
次
官
会
議
で
は
、
全
国
統
一

の
閾
値
が
な
い
と
、
緑
の
党
が
環
境
大
臣
に
つ
い
て
い
る
ヘ
ッ
セ
ン
州
な
ど
個
々
の
州
や
郡
・
市
が
独
自
に
閾
値
を
発
令
す
る
可
能
性
が
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あ
る
こ
と
が
議
論
さ
れ
、
最
終
的
に
、
Ｓ
Ｓ
Ｋ
の
勧
告
に
従
う
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

五
月
三
（
土
）、
四
日
（
日
）
の
週
末
、
南
部
の
み
な
ら
ず
西
ド
イ
ツ
全
土
で
の
土
壌
汚
染
の
悪
化
が
報
道
さ
れ
た
。
ミ
ネ
ラ
ル
・
ウ
ォ
ー

タ
ー
や
固
形
ミ
ル
ク
が
品
薄
に
な
っ
た
。
ボ
ン
で
は
野
菜
の
販
売
制
限
の
是
非
が
議
論
の
的
と
な
っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
州
政
府
が
真
先
に
販

売
制
限
を
主
張
し
た
。
日
曜
日
に
Ｓ
Ｓ
Ｋ
は
野
菜
一
㎏
当
た
り
二
五
〇
Bq
の
閾
値
の
適
用
を
提
案
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
連
邦
政
府
は
各

州
に
五
月
五
日
か
ら
の
野
菜
の
販
売
制
限
を
要
請
し
た
（
Czada
1990：
298-301）。

五
月
五
日
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
所
属
の
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
・
プ
フ
ァ
ル
ツ
州
環
境
保
健
相
テ
プ
フ
ァ
ー
（
K
lausT
öpfer
（
21
））
と
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ

ン
ベ
ル
ク
州
農
業
栄
養
林
業
環
境
相
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
（
Gerhard
W
eiser）、
お
よ
び
バ
イ
エ
ル
ン
州
開
発
環
境
問
題
省
高
官

（
M
inisterialdirektor）
ビ
ュ
ヒ
ナ
ー
（
W
erner
Buchner）
が
会
合
を
持
ち
、
連
邦
の
勧
告
の
実
施
を
決
定
し
た
。
ヘ
ッ
セ
ン
州
の

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
環
境
相
（
緑
の
党
）
は
会
合
か
ら
除
外
さ
れ
た
。
五
月
六
日
、
放
射
線
防
護
と
食
品
管
理
に
関
係
す
る
連
邦
と
州
の
省
庁

の
事
務
次
官
た
ち
が
相
互
調
整
の
た
め
ボ
ン
で
会
議
を
開
い
た
（
Czada
1990：
304-305）。

五
月
六
日
、
モ
ス
ク
ワ
で
記
者
会
見
が
開
か
れ
、
ソ
連
副
首
相
が
外
国
報
道
機
関
の
前
で
、
事
故
の
規
模
を
当
初
過
小
評
価
し
て
い
た

こ
と
を
認
め
た
が
、
炉
心
溶
融
に
は
言
及
が
な
く
、
火
災
が
ま
だ
続
く
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
い
へ
の
答
え
も
な
か
っ
た
。

ヘ
ッ
セ
ン
州
で
は
保
健
相
ク
ラ
ウ
ス
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
が
五
月
五
日
、
州
の
測
定
容
量
が
十
分
で
な
く
、
空
気
中
や
土
壌
、
食
品
の
汚
染
全

て
を
同
時
に
は
測
定
で
き
な
い
こ
と
を
認
め
た
。
飲
用
牛
乳
一
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
五
〇
〇
Bq
と
い
う
Ｓ
Ｓ
Ｋ
の
勧
告
と
は
別
に
、
ヘ
ッ
セ

ン
州
は
飲
用
牛
乳
の
限
界
値
を
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
二
〇
Bq
に
設
定
し
、
露
地
栽
培
の
レ
タ
ス
と
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
廃
棄
を
決
め
た
。
州
政

府
危
機
管
理
会
議
は
五
月
二
日
、
独
立
の
放
射
線
防
護
専
門
家
の
勧
告
に
従
い
、
牛
乳
の
限
界
値
を
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
放
射
性
ヨ
ウ
素
二

〇
Bq
に
設
定
し
、
食
品
の
包
括
的
な
測
定
計
画
（
牛
乳
、
野
菜
な
ど
）
を
決
め
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
州
環
境
相
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
ラ
ジ

オ
放
送
局
、
D
eutschlandfunkに
対
し
、
飲
料
牛
乳
一
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
放
射
性
ヨ
ウ
素
五
〇
〇
Bq
の
値
で
は
、
原
発
の
直
近
に
住
む
人
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に
一
年
間
で
甲
状
腺
に
許
容
さ
れ
る
線
量
値
九
〇
ミ
リ
レ
ム
を
超
え
て
し
ま
い
、
子
ど
も
、
幼
児
の
場
合
は
線
量
値
を
二
倍
も
超
え
て
し

ま
う
⽜
と
述
べ
、
Ｓ
Ｓ
Ｋ
の
勧
告
を
批
判
し
た
。
ま
た
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
は
五
〇
Bq
を
飲
用
牛
乳
に
、
五
〇
〇

Bq
を
そ
の
他
の
牛
乳
に
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
は
二
〇
〇
Bq
、
ベ
ル
リ
ン
は
一
〇
〇
Bq
を
細
か
い
区
別
な
く
勧
告
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
連
邦
内

務
相
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
は
Ａ
Ｒ
Ｄ
と
Ｚ
Ｄ
Ｆ
で
放
映
さ
れ
た
テ
レ
ビ
演
説
で
⽛
屋
外
で
の
子
ど
も
の
遊
び
の
禁
止
は
必
要
な
く
、
草
地
や

砂
場
は
健
康
に
危
険
を
及
ぼ
さ
な
い
⽜
と
述
べ
た
（
N
euberger
1986：
15-16；

Fischer
1987：
104）。

ま
た
Ｅ
Ｃ
委
員
会
は
牛
乳
・
乳
製
品
、
果
物
・
野
菜
の
販
売
制
限
を
五
月
六
日
に
、
東
欧
か
ら
の
農
産
物
の
輸
入
禁
止
を
一
二
日
に
決

め
、
さ
ら
に
三
〇
日
に
は
あ
ら
ゆ
る
第
三
国
か
ら
の
食
品
輸
入
時
の
基
準
値
を
採
択
し
た
（
高
木
・
渡
辺
2011：
66）。
原
子
核
エ
ネ
ル

ギ
ー
連
邦
・
州
間
調
整
委
員
会
（
Ｌ
Ａ
Ａ
）
は
Ｓ
Ｓ
Ｋ
の
勧
告
や
、
政
府
の
措
置
に
よ
る
損
害
（
例
え
ば
食
品
の
廃
棄
、
東
欧
へ
の
旅
行

制
限
、
販
売
の
減
少
）
へ
の
補
償
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
（
Czada
1990：
305-306）。

五
月
九
日
、
Ｃ
Ｓ
Ｕ
所
属
の
連
邦
議
会
議
員
レ
ン
ツ
ァ
ー
（
Christian
Lenzer）
は
⽛
旧
式
の
技
術
と
粗
末
な
安
全
装
置
し
か
な
く
、

権
威
主
義
体
制
の
下
で
人
間
へ
の
考
慮
な
く
建
設
さ
れ
た
ソ
連
の
原
発
で
の
事
故
が
、
ド
イ
ツ
の
最
新
の
原
発
の
閉
鎖
を
も
た
ら
す
と
す

れ
ば
、
歴
史
の
皮
肉
と
な
る
だ
ろ
う
⽜
と
述
べ
た
。
東
ド
イ
ツ
共
産
党
機
関
紙
N
euesD
eutschlandも
事
故
を
⽛
核
戦
争
に
比
べ
る
と
些

細
な
出
来
事
⽜
と
評
し
た
（
N
euberger
1986：
17）。

事
故
後
の
連
邦
政
府
の
対
応
に
は
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
や
Ｃ
Ｓ
Ｕ
の
伝
統
的
支
持
基
盤
だ
っ
た
農
民
の
損
害
へ
の
配
慮
も
影
響
し
て
い
た
。
Ｃ
Ｄ

Ｕ
所
属
の
連
邦
農
業
大
臣
キ
ー
ヒ
レ
（
A
lfonsK
iechle）
は
Ｅ
Ｃ
の
規
則
に
反
し
て
で
も
補
償
し
よ
う
と
し
た
。
連
邦
財
務
相
シ
ュ
ト
ル

テ
ン
ベ
ル
ク
（
Gerhard
Stoltenberg）
も
当
初
は
難
色
を
示
し
た
が
、
や
は
り
農
村
が
多
く
、
州
議
会
選
挙
を
控
え
て
い
た
シ
ュ
レ
ー

ス
ヴ
ィ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
の
元
州
首
相
で
同
州
Ｃ
Ｄ
Ｕ
党
首
と
し
て
、
最
終
的
に
は
反
対
し
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
全
農
家
と
青
果

栽
培
業
者
は
最
終
的
に
三
億
一
〇
〇
〇
万
DM
の
補
償
を
受
け
取
る
こ
と
に
な
っ
た
（
Czada
1990：
306-307）。

北研 52 (2・63) 161

ドイツの⽛原子力村⽜と安全規制の政治争点化（Ⅱ）



一
九
八
六
年
六
月
一
五
日
に
は
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
議
会
選
挙
が
行
わ
れ
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
が
六
九
議
席
（
得
票
率
四
四
･三
％
）
で
単
独
過

半
数
は
失
っ
た
も
の
の
、
Ｆ
Ｄ
Ｐ
（
九
議
席
、
六
％
）
と
の
連
立
で
州
首
相
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
（
ErnstA
lbrecht）
が
政
権
を
維
持
し
た
。

Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
六
六
議
席（
四
二
･一
％
）、緑
の
党
一
一
議
席（
七
･一
％
）で
、与
党
と
は
七
八
対
七
七
の
一
議
席
差
だ
っ
た（
Johnsen
1993：

801）。
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
議
会
選
挙
は
ま
た
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
と
の
緊
張
関
係
と
と
も
に
、
原
子
力
監
督
体
制
の
再
編
も
促
し
た
。
一
九
八

六
年
六
月
六
日
の
連
邦
環
境
自
然
保
護
・
原
子
炉
安
全
省
（
Ｂ
Ｍ
Ｕ
）
設
置
で
あ
る
。
初
代
大
臣
は
ヘ
ッ
セ
ン
Ｃ
Ｄ
Ｕ
代
表
に
し
て
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
市
長
の
ヴ
ァ
ル
マ
ン
で
あ
る
（
22
）。
環
境
省
に
は
様
々
な
省
に
分
散
し
て
い
た
権
限
が
統
合
さ
れ
た
。
内
務
省
か
ら
は
環
境
保

護
、
核
技
術
施
設
の
安
全
性
、
お
よ
び
放
射
線
防
護
の
権
限
、
栄
養
農
林
業
省
か
ら
は
環
境
・
自
然
保
護
の
権
限
、
青
年
家
族
女
性
保
健

省
か
ら
は
⽛
環
境
保
護
の
保
健
関
係
⽜⽛
放
射
線
衛
生
⽜⽛
食
品
残
留
有
害
物
質
・
化
学
物
質
⽜
の
部
局
が
移
管
さ
れ
た
。
ま
た
小
委
員
会

と
と
も
に
多
数
の
審
議
会
も
環
境
省
の
傘
下
と
な
り
、
そ
れ
に
は
Ｒ
Ｓ
Ｋ
や
Ｓ
Ｓ
Ｋ
も
含
ま
れ
る
。
さ
ら
に
連
邦
研
究
技
術
省
か
ら
は
原

子
炉
安
全
研
究
課
が
移
管
さ
れ
た
。
環
境
省
は
、
原
子
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
連
邦
・
州
間
調
整
委
員
会
（
Ｌ
Ａ
Ａ
）
に
お
い
て
連
邦
を
代
表
す

る
。
連
邦
経
済
省
は
引
き
続
き
原
子
力
の
推
進
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
政
策
の
枠
内
で
担
当
し
た
。
さ
ら
に
一
九
八
九
年
一
〇
月
九
日
の
設

置
法
に
基
づ
き
、
連
邦
放
射
線
防
護
庁
（
Ｂ
ｆ
Ｓ
）
が
設
置
さ
れ
（
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
ザ
ル
ツ
ギ
ッ
タ
ー
）、
以
下
の
組
織
を
統
合
し

た
（
Czada1993：
73,
79,
82）。
こ
れ
に
伴
い
、
連
邦
の
行
政
権
限
や
諮
問
能
力
が
、
放
射
線
防
護
や
核
技
術
の
安
全
性
、
放
射
性
廃

棄
物
の
輸
送
・
処
理
・
最
終
処
分
・
中
間
貯
蔵
の
分
野
で
強
化
さ
れ
た
。

・
連
邦
研
究
省
傘
下
の
Ｐ
Ｔ
Ｂ
（
連
邦
物
理
工
学
研
究
所
）
の
放
射
性
廃
棄
物
の
確
保
・
最
終
処
分
課

・
連
邦
保
健
局
傘
下
の
放
射
線
衛
生
研
究
所
（
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
近
郊
ノ
イ
ヘ
ア
ベ
ル
ク
）

・
連
邦
民
間
人
防
衛
局
傘
下
の
大
気
中
放
射
線
研
究
所
（
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
）
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・
原
子
炉
安
全
協
会
（
Ｇ
Ｒ
Ｓ
、
ケ
ル
ン
お
よ
び
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
）
の
一
部
（
事
故
登
録
所
）

・
Ｓ
Ｓ
Ｋ
や
Ｒ
Ｓ
Ｋ
、
お
よ
び
Ｋ
Ｔ
Ａ
の
事
務
局
。

こ
の
ほ
か
、
一
九
八
六
年
一
二
月
に
放
射
線
汚
染
防
止
法
が
連
邦
議
会
で
可
決
さ
れ
、
連
邦
全
体
に
測
定
網
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、

測
定
値
の
公
表
や
市
民
へ
の
禁
止
・
勧
告
の
発
令
権
限
が
連
邦
政
府
に
集
中
さ
れ
た
（
Zängl1989：
389）。
こ
れ
に
よ
り
、
州
は
独
自
の

規
制
値
を
定
め
た
り
独
自
に
分
析
す
る
権
限
を
奪
わ
れ
た
が
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
直
後
に
始
め
た
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー

省
直
轄
の
研
究
所
に
よ
る
食
品
の
放
射
線
測
定
を
そ
の
後
も
続
け
た
（
高
木
・
渡
辺
2011：
64-65）。
ま
た
放
射
線
防
護
令
は
、
原
子
力

の
利
用
や
研
究
に
由
来
す
る
放
射
能
の
み
が
対
象
だ
っ
た
が
、
一
九
八
九
年
の
改
正
で
初
め
て
自
然
放
射
線
や
原
発
事
故
降
下
物
の
よ
う

な
環
境
放
射
能
か
ら
の
市
民
の
保
護
も
対
象
に
な
っ
た
（
23
）（
H
ohm
uth
2014：
28）。

4
・
2

核
燃
料
工
場
を
め
ぐ
る
連
邦
・
州
間
紛
争
の
激
化

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
に
対
す
る
ヘ
ッ
セ
ン
州
政
府
の
危
機
管
理
策
は
、
連
邦
政
府
や
、
Ｃ
Ｓ
Ｕ
の
バ
イ
エ
ル
ン
州
政
府
な
ど
の
情
報

隠
蔽
的
な
対
応
に
比
べ
、
市
民
の
安
全
確
保
の
点
で
誠
実
で
は
あ
っ
た
。
し
か
し
ベ
ル
ナ
ー
は
一
九
八
六
年
五
月
六
日
の
州
議
会
で
の
施

政
方
針
演
説
に
お
い
て
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
は
歴
史
的
画
期
で
あ
り
、
原
発
の
安
全
性
に
割
引
は
き
か
な
い
が
、
ヘ
ッ
セ
ン
の
原
発
は
安

全
で
あ
り
、
脱
原
子
力
に
つ
い
て
の
決
定
は
一
九
九
〇
年
代
に
行
え
ば
よ
い
と
述
べ
た
（
Fischer1987：
105）。
州
首
相
の
姿
勢
を
州
議

会
で
明
確
に
批
判
し
な
か
っ
た
と
い
う
批
判
を
受
け
た
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
、
ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
エ
コ
研
究
所
の
支
援
を
受
け
、
短
期

間
で
脱
原
子
力
の
シ
ナ
リ
オ
を
ま
と
め
た
（
Fischer1986）。
こ
れ
は
五
月
二
二
日
の
州
政
府
記
者
会
見
で
披
露
さ
れ
、
火
力
発
電
所
か

ら
の
排
出
増
大
と
い
う
条
件
下
で
は
あ
る
が
、
ヘ
ッ
セ
ン
の
原
発
の
即
時
閉
鎖
は
可
能
だ
と
し
た
。
し
か
し
ヘ
ッ
セ
ン
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
原
子
力

問
題
で
の
明
確
な
態
度
表
明
を
保
留
し
た
。
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緑
の
党
は
一
九
八
六
年
六
月
八
日
に
ポ
ー
ル
ハ
イ
ム
（
ギ
ー
セ
ン
郡
）
で
開
い
た
州
党
大
会
に
お
い
て
、
半
年
以
内
に
ビ
ブ
リ
ス
原
発

Ａ
号
機
と
ヌ
ー
ケ
ム
旧
工
場
が
、
ま
た
一
年
半
以
内
に
ヘ
ッ
セ
ン
の
他
の
全
原
子
力
施
設
が
閉
鎖
さ
れ
な
い
場
合
は
、
連
立
を
解
消
す
る

方
針
を
決
議
し
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
に
難
題
を
突
き
付
け
た
。
し
か
し
こ
れ
を
除
け
ば
、
州
党
大
会
は
現
実
政
治
路
線
を
再
確
認
し
、⽛
草
の

根
民
主
制
⽜
規
則
の
一
つ
、⽛
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
⽜
制
度
の
廃
止
も
僅
差
な
が
ら
承
認
し
た
（
K
leinert1994：
152）。

ま
た
連
邦
Ｓ
Ｐ
Ｄ
執
行
部
は
元
連
邦
科
学
技
術
相
ハ
ウ
フ
に
脱
原
子
力
政
策
を
起
草
さ
せ
、
八
月
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で
の
連
邦
党
大

会
で
、
十
年
間
を
か
け
て
脱
原
子
力
を
目
指
す
方
針
を
正
式
に
決
定
し
た
。
ヘ
ッ
セ
ン
で
も
連
立
与
党
間
の
緊
張
は
和
ら
い
だ
。

核
燃
料
工
場
を
め
ぐ
っ
て
は
、
別
々
の
法
律
専
門
家
に
依
頼
し
た
鑑
定
に
基
づ
く
論
戦
が
起
き
た
。
検
察
に
よ
る
捜
査
の
過
程
で
一
九

八
五
年
、
州
経
済
省
（
Ｈ
Ｍ
Ｗ
Ｔ
）
が
対
抗
策
と
し
て
鑑
定
を
依
頼
し
た
ロ
ネ
レ
ン
フ
ィ
ッ
チ
ュ
（
M
ichaelRonellenfitsch）
は
事
前
同

意
の
慣
行
を
容
認
し
た
。
並
行
し
て
ロ
ス
ナ
ー
ゲ
ル
は
一
件
の
事
前
同
意
（
二
･五
キ
ロ
か
ら
三
･五
キ
ロ
へ
の
輸
送
容
器
の
変
更
）
を
鑑

定
し
、
刑
法
三
二
七
条
一
項
に
い
う
⽛
必
要
な
認
可
⽜
を
得
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
結
論
づ
け
た
。
さ
ら
に
一
九
八
六
年
、
州
経
済
相

の
握
る
原
子
力
法
上
の
権
限
で
は
な
く
、
州
環
境
相
が
管
轄
す
る
連
邦
公
害
防
止
法
上
の
権
限
に
基
づ
く
核
燃
料
工
場
へ
の
規
制
を
模
索

し
て
い
た
州
環
境
相
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
、
弁
護
士
ゴ
イ
レ
ン
（
ReinerGeulen
（
24
））
に
鑑
定
を
委
託
し
、
九
月
上
旬
に
完
成
し
た
鑑
定
書
は

ハ
ー
ナ
ウ
の
核
燃
料
工
場
全
て
が
設
置
認
可
な
し
に
違
法
に
操
業
し
て
き
た
と
断
定
し
た
（
Fischer
1987：
137,
142-143）。

こ
れ
に
対
し
、
州
経
済
省
は
、
元
々
一
九
六
〇
年
代
末
に
連
邦
首
相
府
の
課
長
と
し
て
自
ら
ハ
ー
ナ
ウ
の
諸
施
設
に
対
す
る
ず
さ
ん
な

認
可
に
関
わ
っ
た
原
子
力
法
専
門
家
ヘ
ド
リ
ッ
ヒ
（
H
einzH
ädrich）
に
鑑
定
を
委
託
し
た
。
検
察
は
結
局
、
ロ
ス
ナ
ー
ゲ
ル
の
鑑
定
書

に
基
づ
い
て
最
終
弁
論
を
行
い
、
ア
ル
ケ
ム
取
締
役
シ
ュ
ト
ル
と
ヴ
ァ
リ
コ
フ
を
刑
法
三
二
七
条
一
項
違
反
（
必
要
な
認
可
な
く
工
場
の

装
備
を
変
更
・
増
強
し
、
安
全
対
策
費
用
を
節
約
す
る
た
め
に
、
認
可
手
続
き
を
故
意
に
遅
ら
せ
た
）
の
主
犯
と
し
て
、
ま
た
三
人
の
州

職
員
を
共
犯
と
し
て
一
九
八
六
年
一
〇
月
二
〇
日
、
起
訴
に
踏
み
切
っ
た
（
M
artin
1987：
446-448,
442
（
25
））。
た
だ
検
察
は
最
終
的
に
バ

北研 52 (2・66) 164

論 説



ン
カ
ー
の
建
設
・
運
転
開
始
は
訴
訟
の
対
象
か
ら
外
し
、
連
邦
政
府
の
歴
代
の
大
臣
や
職
員
は
訴
追
を
免
れ
た
。

一
方
、鑑
定
人
に
も
圧
力
が
か
か
っ
て
い
た
こ
と
が
一
九
八
六
年
四
月
一
〇
日
の⽝
シ
ュ
テ
ル
ン
⽞誌
の
報
道
で
明
る
み
に
出
た
。
ハ
ー

ナ
ウ
検
事
局
が
守
秘
義
務
を
課
し
て
鑑
定
を
依
頼
し
た
ヘ
ッ
セ
ン
Ｔ

Ü
Ｖ
の
放
射
線
防
護
専
門
家
、
ゲ
ッ
ツ
（
Bernhard
Götz）
博
士
に

対
し
て
、
Ｔ

Ü

Ｖ
ヘ
ッ
セ
ン
の
執
行
取
締
役
は
一
九
八
五
年
二
月
一
四
日
、
調
査
の
詳
細
を
伝
え
る
こ
と
、
さ
ら
に
⽛
書
類
の
極
秘
扱
い
と

沈
黙
⽜
を
書
面
で
求
め
た
と
い
う
。
ゲ
ッ
ツ
が
こ
れ
を
拒
む
と
、
辞
職
を
勧
告
さ
れ
、
最
終
的
に
二
回
の
諸
経
費
に
つ
い
て
検
事
局
で
は

な
く
Ｔ

Ü

Ｖ
に
請
求
書
を
回
し
た
こ
と
を
理
由
に
一
〇
月
二
日
、
解
雇
を
通
告
さ
れ
た
。
Ｔ

Ü

Ｖ
ヘ
ッ
セ
ン
の
執
行
部
に
は
Ｒ
Ｂ
Ｕ
社
の

取
締
役
、ザ
ス
ト
ロ
ー（
Erich
Zastrow
）も
名
を
連
ね
て
い
た
。
こ
れ
を
知
っ
た
検
事
局
は
犯
人
援
助
や
処
罰
妨
害
に
な
る
と
警
告
し
、

無
期
限
解
雇
を
撤
回
さ
せ
た
（
Sontheim
er
1987：
9
（
26
））。

ベ
ル
ナ
ー
は
一
九
八
六
年
一
一
月
五
日
の
州
議
会
本
会
議
で
の
施
政
方
針
演
説
に
お
い
て
、
州
政
府
に
は
ハ
ー
ナ
ウ
の
企
業
を
閉
鎖
し

て
雇
用
を
削
減
す
る
意
図
は
な
い
こ
と
を
表
明
し
た
。
三
日
後
の
一
一
月
八
日
に
ハ
ー
ナ
ウ
で
反
原
発
デ
モ
が
行
わ
れ
、
約
二
万
人
が
参

加
し
た
。
連
邦
環
境
相
ヴ
ァ
ル
マ
ン
は
、
ア
ル
ケ
ム
で
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
生
産
の
認
可
を
執
行
し
な
い
な
ら
、
州
政
府
に
認
可
強
制
の
指

示
を
出
す
意
向
を
伝
え
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
一
一
月
一
八
日
、
州
連
立
与
党
幹
部
四
人
の
会
合
の
場
で
ベ
ル
ナ
ー
と
ギ
ア
ー
ニ
州
官
房

長
官
は
、
認
可
が
連
邦
か
ら
指
示
さ
れ
た
場
合
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
へ
提
訴
す
る
意
向
を
示
し
た
。
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
へ
の
移
行
が
現

行
の
原
子
力
法
に
根
拠
が
な
い
と
い
う
理
由
だ
っ
た
（
K
leinert1994：
152）。
こ
の
た
め
州
の
連
立
与
党
間
の
緊
迫
感
は
一
時
的
に
緩

和
さ
れ
た
。
ま
た
一
二
月
一
六
日
に
は
環
境
相
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
に
対
す
る
不
信
任
動
議
を
Ｃ
Ｄ
Ｕ
会
派
が
提
起
し
た
が
、
州
議
会
与
党
は

緑
の
党
の
中
で
た
だ
一
人
の
原
理
派
議
員
ヤ
ン
・
ク
ー
ナ
ー
ト
を
除
き
、
環
境
相
に
信
任
を
与
え
た
。

だ
が
一
九
八
七
年
初
頭
か
ら
、
ベ
ル
ナ
ー
と
州
官
房
長
官
の
ギ
ア
ー
ニ
の
後
押
し
を
受
け
、
州
経
済
相
シ
ュ
テ
ー
ガ
ー
は
認
可
に
再
び

動
き
出
し
た
。
彼
は
一
九
八
七
年
一
月
八
日
の
記
者
会
見
で
、
ア
ル
ケ
ム
で
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
年
間
取
扱
量
を
、
ヴ
ァ
ル
マ
ン
が
要
求
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す
る
六
ト
ン
で
は
な
く
、
従
来
の
規
定
量
四
六
〇
㎏
に
限
定
し
て
認
可
す
る
案
を
公
表
し
た
。
し
か
し
な
ぜ
四
六
〇
㎏
な
ら
認
可
可
能
な

の
か
根
拠
は
不
明
確
だ
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
連
立
協
定
で
合
意
さ
れ
て
い
な
い
認
可
の
発
令
を
緑
の
党
は
容
認
で
き
な
か
っ
た
。
し
か

も
一
九
八
七
年
一
月
二
五
日
の
連
邦
議
会
選
挙
で
緑
の
党
は
立
場
を
強
め
て
お
り
、
前
回
選
挙
に
比
べ
て
全
国
で
五
･六
％
か
ら
八
･三
％

へ
、
ヘ
ッ
セ
ン
で
は
六
･〇
％
か
ら
九
･四
％
に
得
票
率
を
伸
ば
し
た
の
に
対
し
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
連
邦
全
体
で
三
八
･二
％
か
ら
三
七
･〇
％
へ
、

ヘ
ッ
セ
ン
で
は
四
一
･六
％
か
ら
三
八
･七
％
へ
減
少
し
た
。

連
邦
議
会
選
挙
の
四
日
後
、
ベ
ル
ナ
ー
は
州
議
会
本
会
議
中
に
循
環
器
系
統
の
発
作
を
起
こ
し
て
倒
れ
た
。
そ
の
後
、
彼
が
職
務
に
復

帰
す
る
と
、
州
政
府
は
ア
ル
ケ
ム
の
認
可
を
決
定
し
た
。
州
経
済
技
術
相
が
出
し
た
部
分
認
可
は
、
最
終
的
に
一
九
九
四
年
八
月
九
日
の

連
邦
行
政
裁
判
所
の
判
決
で
追
認
さ
れ
る
。
一
方
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
南
ヘ
ッ
セ
ン
支
部
の
執
行
部
は
シ
ュ
テ
ー
ガ
ー
に
ア
ル
ケ
ム
の
認
可
案
の
撤

回
を
求
め
、
二
人
の
閣
僚
、
ク
ラ
ウ
ス
と
ゲ
ア
ラ
ッ
ハ
も
認
可
反
対
を
表
明
し
た
。

一
方
、
緑
の
党
議
員
団
は
一
九
八
七
年
二
月
六
日
の
記
者
会
見
で
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
が
ア
ル
ケ
ム
の
認
可
に
固
執
す
る
な
ら
連
立
の
基
盤
は
失

わ
れ
る
と
警
告
し
た
。
二
月
八
日
に
ラ
ン
ゲ
ン
ス
（
ギ
ー
セ
ン
郡
）
で
開
か
れ
た
州
党
大
会
は
、
認
可
が
撤
回
さ
れ
な
い
場
合
、
十
日
後

の
本
会
議
ま
で
に
連
立
を
離
脱
す
る
旨
を
決
議
し
た
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
大
臣
職
へ
の
執
着
を
否
定
す
る
た
め
、党
大
会
で
の
演
説
を⽛
大

臣
と
し
て
の
最
後
の
決
算
報
告
⽜
と
呼
ん
だ
（
Johnsen
1993：
802-803）。
こ
の
言
葉
じ
り
を
捉
え
て
ベ
ル
ナ
ー
は
翌
九
日
、
フ
ィ
ッ

シ
ャ
ー
が
大
臣
辞
任
の
意
向
を
表
明
し
た
と
主
張
し
、
彼
を
罷
免
し
た
。
間
も
な
く
ベ
ル
ナ
ー
は
ヘ
ッ
セ
ン
Ｓ
Ｐ
Ｄ
党
首
の
辞
任
と
、
不

可
避
と
な
っ
た
州
議
会
選
挙
へ
の
不
出
馬
を
表
明
し
た
。
こ
れ
を
受
け
州
議
会
の
全
政
党
は
議
会
の
解
散
を
決
議
し
た
。
こ
う
し
て
州
レ

ベ
ル
初
の
赤
緑
連
立
政
権
は
四
五
二
日
間
で
終
了
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
八
七
年
四
月
五
日
に
前
倒
し
さ
れ
た
ヘ
ッ
セ
ン
州
議
会
選
挙
で
は
、
赤
緑
連
立
と
Ｃ
Ｄ
Ｕ
・
Ｆ
Ｄ
Ｐ
連
立
の
二
ブ
ロ
ッ
ク
間
競
争

と
な
り
、
核
燃
料
工
場
の
存
続
が
重
要
争
点
と
な
っ
た
。
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
、
連
邦
政
府
へ
の
対
抗
力
を
訴
え
る
以
上
、
今
や
緑
の
党
し
か
い
な
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い
連
立
相
手
を
明
示
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
が
、
連
立
政
権
の
決
裂
が
原
因
で
実
施
さ
れ
る
州
議
会
選
挙
で
勝
て
ば
、
再
び
赤
緑
連
立
政

権
を
樹
立
す
る
と
い
う
道
筋
は
わ
か
り
に
く
か
っ
た
。
ま
た
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
中
期
的
な
脱
原
子
力
を
追
求
す
る
観
点
か
ら
、
核
燃
料
工
場
の
今

後
の
認
可
へ
の
慎
重
姿
勢
を
示
す
と
同
時
に
、
雇
用
の
維
持
も
強
調
し
、
歯
切
れ
の
悪
さ
が
残
っ
た
。
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
み
が
残
留
し
て
い
た
州

政
府
は
選
挙
直
前
の
一
九
八
七
年
四
月
五
日
、
ハ
ー
ナ
ウ
の
工
場
で
の
事
故
が
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
特
別
な
危
険
を
示
し
た
こ
と
、
莫
大
な

国
家
助
成
と
経
済
性
欠
如
の
ゆ
え
に
高
速
増
殖
炉
技
術
の
社
会
的
適
合
性
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
挙
げ
、
原
子
力
法
の
法
令
審

査
を
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
申
し
立
て
た
（
27
）（
H
ohm
uth
2014：
34-35）。
緑
の
党
は
赤
緑
連
立
の
継
続
を
掲
げ
た
が
、
ア
ル
ケ
ム
の
即
時
閉

鎖
を
連
立
の
絶
対
条
件
と
す
る
こ
と
は
避
け
た
。
Ｃ
Ｄ
Ｕ
は
赤
緑
連
立
政
権
の
混
乱
を
強
調
し
、
核
燃
料
工
場
の
認
可
手
続
き
の
速
や
か

な
執
行
を
宣
言
し
た
。
Ｆ
Ｄ
Ｐ
は
Ｃ
Ｄ
Ｕ
を
連
立
相
手
に
明
言
し
、
原
子
力
に
つ
い
て
は
Ｃ
Ｄ
Ｕ
よ
り
も
慎
重
な
推
進
姿
勢
を
示
し
た
。

選
挙
直
前
の
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
赤
緑
連
立
を
緑
の
党
支
持
層
は
九
四
･二
％
が
支
持
し
た
の
に
対
し
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
支
持
層
は
五
五
･二

％
し
か
支
持
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
保
守
・
自
由
連
立
を
Ｃ
Ｄ
Ｕ
支
持
層
は
八
九
･一
％
、
Ｆ
Ｄ
Ｐ
支
持
層
は
八
一
･七
％
が
支

持
し
て
い
た
。
選
挙
結
果
で
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
が
前
回
か
ら
得
票
率
で
六
％
、
七
議
席
も
減
ら
し
て
四
〇
･二
％
、
四
四
議
席
に
落
ち
込
ん
だ
。

こ
れ
に
対
し
緑
の
党
は
前
回
五
･九
％
か
ら
九
･四
％
へ
と
伸
ば
し
た
（
三
議
席
増
の
一
〇
議
席
）。
Ｃ
Ｄ
Ｕ
は
二
･七
％
増
の
四
二
･一
％

で
再
び
第
一
党
に
な
り（
三
議
席
増
の
四
七
議
席
）、Ｆ
Ｄ
Ｐ
は
〇
･二
％
増
の
七
･八
％
に
と
ど
ま
っ
た
が
一
議
席
増
の
九
議
席
と
な
っ
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
で
は
⽛
赤
緑
⽜
が
二
･五
％
減
の
四
八
･一
％
、⽛
黒
黄
⽜（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
・
Ｆ
Ｄ
Ｐ
）
が
二
･九
％
増
の
五
〇
･四
％
と
な
り
、
約

二
･三
％
、
二
議
席
の
差
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
緑
の
党
は
都
市
部
、
特
に
大
学
所
在
都
市
で
一
〇
％
以
上
の
高
得
票
率
を
獲
得
し
、
二
五
歳

か
ら
三
五
歳
ま
で
の
青
年
層
で
強
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
ま
ず
支
持
層
の
棄
権
率
が
大
き
か
っ
た
。
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
農
村
地
域
の

労
働
者
階
級
の
間
で
は
依
然
強
か
っ
た
が
、
人
口
が
多
く
第
三
次
産
業
を
中
心
と
す
る
ラ
イ
ン
・
マ
イ
ン
大
都
市
圏
で
は
Ｃ
Ｄ
Ｕ
と
緑
の

党
に
票
を
奪
わ
れ
、
こ
れ
が
全
体
的
に
選
挙
結
果
を
決
し
、
ハ
ー
ナ
ウ
の
選
挙
区
で
は
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
約
一
〇
％
も
減
ら
し
た
。
第
三
次
産
業
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の
伸
張
は
労
働
者
層
の
減
少
と
新
中
間
層
の
増
大
を
、
ま
た
空
間
的
な
流
動
性
の
増
大
や
都
市
化
は
伝
統
的
な
労
働
者
階
級
の
共
同
体
を

弱
め
、
教
育
機
会
の
拡
大
は
若
年
世
代
の
政
治
参
加
の
意
欲
・
能
力
を
拡
大
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
社
会
経
済
変
動
は
政
党
支
持
の
流
動
化

と
、
個
別
争
点
の
重
要
性
の
増
大
を
も
た
ら
し
、
労
働
者
層
へ
の
依
存
か
ら
脱
皮
で
き
な
い
Ｓ
Ｐ
Ｄ
に
不
利
に
働
い
た
（
Schm
itt1987：

345-346,
348,
350,
352-354,
357-358）。

4
・
3

核
燃
料
工
場
の
労
働
災
害
と
労
働
組
合

Ｓ
Ｐ
Ｄ
が
労
働
者
層
の
支
持
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
は
、
核
燃
料
企
業
の
比
較
的
少
数
の
従
業
員
団
か
ら
の
圧
力
に
脆
弱
だ
っ
た
こ
と

を
意
味
す
る
。
し
か
し
核
燃
料
工
場
問
題
が
州
政
府
の
選
出
に
と
っ
て
重
要
な
争
点
に
な
り
、
違
法
な
認
可
問
題
の
刑
事
告
発
が
メ
デ
ィ

ア
の
関
心
を
集
め
る
に
つ
れ
、
核
燃
料
工
場
で
の
労
働
災
害
も
表
面
化
し
、
労
組
の
一
部
に
も
変
化
が
始
ま
る
。
環
境
団
体
（
Ö
koBüro

H
anau）
の
Ｈ
Ｐ
（
28
）や
Ｆ
Ｒ
紙
、
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
誌
の
記
事
な
ど
を
参
考
に
労
働
災
害
や
事
故
の
例
を
幾
つ
か
示
す
。

一
九
八
四
年
一
〇
月
、
ア
ル
ケ
ム
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
労
働
者
一
名
が
右
手
袋
の
裂
け
目
か
ら
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
に
被
曝
し
た
こ
と
を
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
議
会
緑
の
党
会
派
が
一
二
月
に
発
表
し
た
（
M
ohr2001：
206,
316-318）。
同
様
の
事
故
で
一
九
八
六
年
二
月
に

も
職
員
一
人
が
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
で
被
曝
し
た
。
放
射
線
防
護
令
が
許
容
す
る
年
間
被
曝
線
量
を
約
一
･五
倍
超
過
し
た
。

一
九
八
五
年
三
月
、
派
遣
労
働
者
一
名
が
Ｒ
Ｂ
Ｕ
の
排
気
菅
取
り
付
け
工
事
中
に
四
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
か
ら
硝
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
溶
液

の
入
っ
た
容
器
に
転
落
し
、
目
の
粘
膜
を
酸
で
や
ら
れ
て
入
院
し
た
。

Ｆ
Ｒ
紙
は
一
九
八
五
年
一
二
月
、
放
射
能
を
帯
び
た
排
水
二
四
万
リ
ッ
ト
ル
が
一
一
月
に
Ｒ
Ｂ
Ｕ
の
工
場
か
ら
ハ
ー
ナ
ウ
市
の
下
水
道

に
漏
れ
た
こ
と
、
ま
た
ヘ
ッ
セ
ン
州
環
境
局
の
職
員
三
人
が
一
〇
月
一
六
日
、
ヌ
ー
ケ
ム
工
場
の
屋
上
で
煙
突
排
気
の
定
期
検
査
実
施
中

に
外
部
被
曝
し
て
い
た
こ
と
、
環
境
局
職
員
の
被
曝
は
一
二
月
四
日
に
も
起
き
て
い
た
こ
と
を
報
じ
た
（
29
）。
州
経
済
技
術
省
は
一
九
八
六
年
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一
月
、
排
水
の
放
射
線
量
が
一
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
三
･七
ベ
ク
レ
ル
（
Bq
／
ml
）
の
限
界
値
を
超
え
た
こ
と
を
認
め
た
。
同
じ
頃
、
一

九
八
五
年
一
二
月
か
ら
放
射
能
汚
染
水
が
Ｒ
Ｂ
Ｕ
の
冷
却
系
の
特
定
さ
れ
て
い
な
い
穴
か
ら
地
下
水
に
流
出
し
、
毎
日
六
〇
〇
〇
リ
ッ
ト

ル
漏
れ
続
け
た
。
一
九
八
六
年
一
月
二
〇
日
、
州
経
済
省
は
Ｒ
Ｂ
Ｕ
か
ら
こ
の
事
実
を
知
ら
さ
れ
、
Ｔ

Ü

Ｖ
バ
イ
エ
ル
ン
に
⽛
冷
却
水
の

摂
取
に
よ
る
放
射
線
の
影
響
⽜
に
関
す
る
鑑
定
を
委
託
し
た
も
の
の
、
冷
却
水
の
放
射
線
量
の
測
定
と
、
限
界
値
を
超
え
る
た
び
の
報
告

を
Ｒ
Ｂ
Ｕ
に
求
め
た
だ
け
だ
っ
た
。
九
月
四
日
に
な
っ
て
よ
う
や
く
シ
ュ
テ
ー
ガ
ー
大
臣
は
Ｒ
Ｂ
Ｕ
が
冷
却
系
の
穴
を
未
だ
に
補
修
し
て

い
な
い
と
非
難
し
、
限
界
値
の
遵
守
を
会
社
に
命
令
し
た
。
汚
染
冷
却
水
の
累
積
漏
出
量
は
約
一
五
〇
万
リ
ッ
ト
ル
と
推
定
さ
れ
る
。
Ｒ

Ｂ
Ｕ
が
非
汚
染
水
の
放
水
で
希
釈
す
る
方
針
を
発
表
し
た
た
め
、
緑
の
党
は
こ
れ
を
批
判
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
労
働
界
で
は
、
例
え
ば
Ｓ
Ｐ
Ｄ
党
員
で
も
あ
っ
た
Ｄ
Ｇ
Ｂ
ヘ
ッ
セ
ン
支
部
長
が
一
九
八
四
年
一
一
月
末
、
ヌ
ー
ケ
ム
新

工
場
の
第
一
次
部
分
認
可
に
反
対
す
る
緑
の
党
の
姿
勢
を
批
判
す
る
声
明
を
出
し
た
。
一
方
、
緑
の
党
の
郡
支
部
は
一
九
八
五
年
四
月
、

核
燃
料
工
場
の
雇
用
維
持
を
主
張
す
る
Ｄ
Ｇ
Ｂ
マ
イ
ン
・
キ
ン
ツ
ィ
ヒ
郡
支
部
へ
の
公
開
書
簡
の
中
で
、⽛
こ
の
生
産
領
域
へ
の
代
替
案
を

我
々
と
と
も
に
探
し
、
関
係
被
用
者
の
た
め
の
雇
用
保
障
の
モ
デ
ル
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
⽜
を
求
め
た
。
ま
た
緑
の
党
郡
支
部
の
労
組
グ

ル
ー
プ
代
表
は
、
従
業
員
代
表
委
員
会
長
た
ち
の
原
子
力
産
業
へ
の
無
制
限
の
忠
誠
が
、
労
組
の
原
則
で
あ
る
労
働
保
護
や
共
同
決
定
、

平
和
維
持
、
お
よ
び
国
際
連
帯
を
損
な
っ
て
い
る
と
批
判
し
た
。
一
九
八
五
年
六
月
に
は
、
Ｄ
Ｇ
Ｂ
加
盟
労
組
と
緑
の
党
の
政
治
家
と
の

間
で
⽛
産
業
転
換
討
論
⽜
が
行
わ
れ
た
（
M
ohr
2001：
205,
207,
210）。

ま
た
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
連
邦
議
会
議
員
で
も
あ
っ
た
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｐ
Ｋ
議
長
ラ
ッ
ペ
（
H
erm
ann
Rappe）
は
一
九
八
五
年
五
月
、
ヌ
ー
ケ
ム
、
ア

ル
ケ
ム
、
Ｒ
Ｂ
Ｕ
お
よ
び
Ｔ
Ｎ
の
合
同
従
業
員
集
会
に
招
か
れ
、
一
〇
〇
〇
人
以
上
の
従
業
員
た
ち
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
事
業
所
で
の
労

組
組
織
率
は
平
均
よ
り
低
い
が
、
原
子
力
産
業
存
続
の
た
め
の
化
学
産
業
労
組
の
努
力
は
平
均
以
上
だ
と
述
べ
た
。
こ
の
演
説
後
、
一
九

八
五
年
九
月
三
〇
日
ま
で
に
、
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｐ
Ｋ
の
Ｒ
Ｂ
Ｕ
に
お
け
る
組
織
率
は
二
六
･三
％
か
ら
三
九
･三
％
へ
急
増
し
た
。
そ
の
一
方
で
Ｉ
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Ｇ
Ｃ
Ｐ
Ｋ
は
、従
来
の
方
法
で
は
被
曝
量
の
か
な
り
の
部
分
を
測
定
で
き
て
い
な
い
と
い
う
認
識
か
ら
、一
九
八
五
年
九
月
一
二
日
、ラ
ッ

ペ
の
了
解
の
下
、
従
業
員
代
表
委
員
、
労
災
保
険
組
合
の
代
表
、
お
よ
び
ヘ
ッ
セ
ン
州
経
済
技
術
省
か
ら
参
加
を
得
て
、
原
子
力
施
設
の

放
射
線
防
護
問
題
に
関
し
て
ボ
ン
で
非
公
開
の
協
議
も
し
て
い
た
（
M
ohr
2001：
209-212）。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
後
、
一
九
八
六
年
五
月
の
Ｄ
Ｇ
Ｂ
の
大
会
で
脱
原
子
力
を
求
め
る
動
議
が
採
択
さ
れ
る
と
、
核
燃
料
工
場
を
め

ぐ
る
労
働
界
の
状
況
は
変
化
し
て
い
く
。
州
経
済
相
シ
ュ
テ
ー
ガ
ー
は
六
月
中
旬
、
ア
ル
ケ
ム
や
Ｒ
Ｂ
Ｕ
の
労
働
者
の
放
射
線
被
曝
が
一

貫
し
て
過
小
評
価
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
最
近
の
測
定
で
判
明
し
た
と
し
、
規
制
強
化
を
宣
言
し
た
。
同
じ
頃
、
Ｄ
Ｇ
Ｂ
の
労
働
保
護
専
門

家
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
（
Reinhard
K
onstanty）
は
Ｔ
Ａ
Ｚ
紙
（
六
月
一
六
日
）
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
放
射
線
防
護
令
の
定
め
る
限
界
値

を
超
え
て
い
る
事
業
所
は
す
ぐ
に
閉
鎖
さ
れ
る
べ
き
で
、
ハ
ー
ナ
ウ
の
状
況
が
最
も
ひ
ど
い
と
述
べ
た
（
M
ohr
2001：
247-248）。

他
方
で
Ｒ
Ｂ
Ｕ
で
は
数
十
名
の
労
組
員
が
Ｄ
Ｇ
Ｂ
の
脱
原
子
力
決
議
へ
の
抗
議
か
ら
、
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｐ
Ｋ
を
脱
退
し
て
キ
リ
ス
ト
教
労
組
同

盟
に
加
入
し
、
一
九
八
七
年
九
月
三
〇
日
ま
で
に
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｐ
Ｋ
の
組
織
率
は
三
六
･三
％
か
ら
二
五
･九
％
へ
落
ち
込
ん
だ
。
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｐ
Ｋ

は
Ｒ
Ｂ
Ｕ
の
従
業
員
代
表
委
員
選
挙
で
も
一
一
人
の
委
員
の
う
ち
五
人
を
キ
リ
ス
ト
教
労
組
に
奪
わ
れ
た
（
M
ohr
2001：
250,
256）。

ま
た
一
九
八
六
年
一
〇
月
一
四
日
、
Ｄ
Ｇ
Ｂ
の
労
働
保
護
専
門
家
ガ
ブ
リ
エ
ル
（
H
einz-W
ernerGabriel）
は
核
燃
料
工
場
の
状
況

に
つ
い
て
、
Ｄ
Ｇ
Ｂ
州
支
部
長
に
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。⽛
雇
用
者
の
放
射
線
防
護
は
特
に
法
定
の
監
視
の
大
半
が
単
な
る
ア
リ
バ

イ
と
な
っ
て
お
り
、
防
護
の
実
質
を
伴
っ
て
い
な
い
。
記
録
デ
ー
タ
は
著
し
く
下
方
修
正
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
所
の
放
射
線
防

護
管
理
者
は
圧
倒
的
に
経
済
利
益
の
擁
護
者
と
し
て
行
動
し
て
い
る
⽜。
一
九
八
六
年
一
二
月
か
ら
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｐ
Ｋ
の
中
央
執
行
部
と
Ｒ
Ｂ

Ｕ
、
お
よ
び
ア
ル
ケ
ム
の
経
営
陣
は
協
議
を
始
め
、
一
九
八
七
年
一
月
一
五
日
に
は
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
立
ち
会
い
の
下
、
Ｒ
Ｂ
Ｕ
と
ア
ル
ケ

ム
の
従
業
員
代
表
委
員
と
経
営
者
代
表
が
、
法
定
の
放
射
線
線
量
計
を
補
完
す
る
協
定
を
結
ん
だ
（
M
ohr
2001：
251,
254）。

し
か
し
一
九
八
七
年
二
月
末
、
ウ
ラ
ン
金
属
棒
の
裁
断
作
業
を
行
っ
て
い
た
際
に
、
毒
性
の
蒸
気
が
発
生
し
た
。
蒸
気
に
は
〇
･二
グ
ラ
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ム
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
発
覚
し
た
が
、
こ
の
量
で
も
青
酸
カ
リ
の
二
万
倍
の
毒
性
を
持
つ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
（
30
）。

総
計
六
七
名
の
労
働
者
が
検
査
を
受
け
、
少
な
く
と
も
二
〇
人
の
被
曝
が
判
明
し
た
。
ヌ
ー
ケ
ム
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
取
扱
い
の
認
可
を
持

た
な
い
た
め
、
約
八
カ
月
に
わ
た
っ
て
全
施
設
の
閉
鎖
を
命
じ
ら
れ
た
（
Stephany
2005：
67-68）。

一
九
八
六
年
一
二
月
初
め
、
Ｄ
Ｇ
Ｂ
マ
イ
ン
・
キ
ン
ツ
ィ
ヒ
郡
代
議
員
集
会
は
、
同
席
し
た
ハ
ー
ナ
ウ
の
従
業
員
代
表
委
員
数
名
の
反

対
を
押
し
切
り
、⽛
速
や
か
な
⽜
脱
原
子
力
を
求
め
る
決
議
を
採
択
し
た
。
対
照
的
に
、
ヘ
ッ
セ
ン
Ｄ
Ｇ
Ｂ
支
部
長
は
一
九
八
七
年
一
月
半

ば
に
は
ま
だ
、
州
政
府
が
計
画
し
て
い
た
部
分
認
可
を
支
持
し
、
赤
緑
連
立
の
終
了
も
や
む
な
し
と
す
る
立
場
を
表
明
し
て
い
た
。
そ
の

後
の
州
議
会
選
挙
に
お
い
て
は
、
ア
ル
ケ
ム
、
ヌ
ー
ケ
ム
、
Ｒ
Ｂ
Ｕ
、
Ｔ
Ｎ
の
四
事
業
所
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
党
員
で
も
あ
る
従
業
員
代
表
委
員
長

た
ち
が
、
ヌ
ー
ケ
ム
か
ら
提
供
さ
れ
た
資
金
一
万
六
千
DM
を
使
っ
た
新
聞
広
告
を
一
九
八
七
年
三
月
二
一
日
の
Ｆ
Ｒ
紙
に
出
し
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ

以
外
の
政
党
へ
の
投
票
を
呼
び
か
け
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ヘ
ッ
セ
ン
Ｄ
Ｇ
Ｂ
は
一
九
八
七
年
三
月
末
、⽛
論
議
を
呼
ん
で
い
る
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
の
加
工
に
関
す
る
限
り
、
ハ
ー
ナ
ウ
の
原
子
力
企
業
に
お
け
る
雇
用
の
再
編
の
余
地
を
認
め
る
⽜
立
場
を
初
め
て
打
ち
出
し
た
。
Ｉ
Ｇ

Ｃ
Ｐ
Ｋ
の
ヘ
ッ
セ
ン
州
支
部
長
も
、
ハ
ー
ナ
ウ
の
労
働
者
が
⽛
原
子
力
に
固
執
し
て
い
る
の
で
は
な
く
⽜、⽛
安
全
で
善
い
仕
事
⽜
を
望
ん

で
い
る
と
発
言
し
た
（
M
ohr
2001：
230,
253,
257）。

4
・
4

核
燃
料
工
場
の
終
焉
―
企
業
不
祥
事
と
州
の
脱
原
子
力
行
政

一
九
八
七
年
州
議
会
選
挙
の
結
果
、
ヘ
ッ
セ
ン
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
四
一
年
以
上
に
わ
た
る
政
権
の
座
を
明
け
渡
し
た
。
Ｃ
Ｄ
Ｕ
と
Ｆ
Ｄ
Ｐ
の
両

会
派
は
四
月
二
三
日
、
ヴ
ァ
ル
マ
ン
を
州
首
相
に
選
出
し
た
。
そ
の
連
立
協
定
は
、
ビ
ブ
リ
ス
原
発
Ａ
・
Ｂ
号
機
だ
け
で
当
面
の
電
力
供

給
が
十
分
と
す
る
一
方
、
核
燃
料
工
場
に
つ
い
て
は
連
邦
と
の
協
議
に
基
づ
く
ア
ル
ケ
ム
の
第
一
次
部
分
認
可
の
発
令
や
、
他
の
通
常
の

認
可
の
可
否
に
関
す
る
速
や
か
な
決
定
を
謳
っ
た
（
31
）。
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ハ
ー
ナ
ウ
地
方
裁
判
所
は
一
一
月
一
二
日
、
ア
ル
ケ
ム
訴
訟
に
お
い
て
、
事
前
同
意
を
違
法
と
判
断
し
つ
つ
も
、
違
法
性
を
認
識
し
て

い
た
証
拠
が
不
十
分
と
し
て
被
告
五
人
を
無
罪
に
し
た
（
32
）。
し
か
し
前
後
し
て
ド
イ
ツ
全
土
の
原
発
を
巻
き
込
む
ヌ
ー
ケ
ム
と
そ
の
子
会
社

の
核
物
質
輸
送
企
業
、
ト
ラ
ン
ス
ヌ
ク
レ
ア
ー
ル
（
Ｔ
Ｎ
）
の
一
連
の
不
祥
事
や
疑
惑
が
発
覚
し
、
大
き
な
注
目
を
集
め
た
。
き
っ
か
け

は
ヌ
ー
ケ
ム
執
行
役
員
で
Ｔ
Ｎ
社
管
理
委
員
会
議
長
シ
ュ
テ
フ
ァ
ニ
ー
（
M
anfred
Stephany）
が
、
Ｒ
Ｗ
Ｅ
と
デ
グ
ッ
サ
の
社
長
の
了

解
の
下
、
州
議
会
選
挙
の
翌
日
を
見
計
ら
っ
て
自
社
を
脱
税
で
刑
事
告
発
し
た
こ
と
だ
っ
た
（
M
ohr2001：
258）。
そ
の
後
、
様
々
な
事

実
や
疑
惑
が
発
覚
し
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
議
会
（
33
）、
連
邦
議
会
、
欧
州
議
会
、
ベ
ル
ギ
ー
議
会
で
調
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
（
34
）。
疑
惑
は
多
岐
に

わ
た
る
（
35
）。

第
一
に
、
核
廃
棄
物
輸
送
時
の
⽛
虚
偽
⽜
申
告
で
あ
る
。
Ｔ
Ｎ
は
ド
イ
ツ
の
原
発
事
業
者
と
ヌ
ー
ケ
ム
の
委
託
を
受
け
、
低
中
レ
ベ
ル

放
射
能
廃
棄
物
の
減
容
を
図
る
た
め
、
モ
ル
の
ベ
ル
ギ
ー
国
立
原
子
力
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｓ
Ｃ
Ｋ
・
Ｃ
Ｅ
Ｎ
）
に
持
ち
込
み
、
そ
こ
で
焼

却
・
圧
縮
さ
れ
た
廃
棄
物
を
ド
イ
ツ
の
顧
客
に
返
還
す
る
業
務
を
行
っ
て
い
た
（
Stephany
2005：
81-82）。
そ
の
際
、
モ
ル
に
運
ん
だ

廃
棄
物
で
核
分
裂
性
の
ウ
ラ
ン
235
や
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
濃
度
が
高
く
、
放
射
線
量
も
高
い
場
合
、
そ
の
ま
ま
で
は
処
理
が
困
難
な
た
め
、

ウ
ラ
ン
238
な
ど
、
放
射
線
量
の
比
較
的
低
い
他
の
核
物
質
と
混
ぜ
、
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
と
し
て
申
告
す
る
（
元
々
ヌ
ー
ケ
ム
自
身

が
行
っ
て
い
た
）
方
法
が
用
い
ら
れ
た
。
し
か
し
ベ
ル
ギ
ー
か
ら
返
還
さ
れ
た
五
〇
個
の
容
器
を
測
定
し
た
と
こ
ろ
、
二
六
個
に
元
々
含

ま
れ
て
い
な
い
は
ず
の
コ
バ
ル
ト
や
セ
シ
ウ
ム
137
が
検
出
さ
れ
た
が
、
Ｔ
Ｎ
の
親
会
社
ヌ
ー
ケ
ム
は
当
局
に
通
報
し
な
か
っ
た
。
こ
う
し

た
ベ
ル
ギ
ー
由
来
の
廃
棄
物
の
入
っ
た
容
器
は
三
二
一
個
に
達
し
た
。
ま
た
両
国
間
の
数
百
回
に
及
ぶ
核
物
質
輸
送
を
通
じ
て
、
二
四
〇

〇
件
以
上
の
⽛
虚
偽
⽜
申
告
が
見
つ
か
っ
た
。
さ
ら
に
ベ
ル
ギ
ー
放
射
性
廃
棄
物
管
理
庁
の
調
査
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
か
ら
運
ば
れ
た
核
廃

棄
物
容
器
七
〇
〇
個
が
Ｔ
Ｎ
の
子
会
社
Sm
et-Jetに
引
き
渡
さ
れ
た
後
、
ベ
ル
ギ
ー
で
行
方
不
明
と
な
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

第
二
に
、
Ｔ
Ｎ
の
賄
賂
事
件
で
あ
る
。
連
邦
議
会
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
緑
の
党
の
両
会
派
共
同
調
査
委
員
会
報
告
（
一
九
九
〇
年
一
〇
月
一
五
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日
）
は
、
Ｔ
Ｎ
が
⽛
一
九
八
一
年
か
ら
一
九
八
七
年
ま
で
多
く
の
経
営
陣
の
指
示
ま
た
は
了
解
と
ヌ
ー
ケ
ム
の
従
業
員
の
関
与
の
下
、
ド

イ
ツ
の
原
発
の
職
員
と
、
幾
つ
か
の
事
業
会
社
の
本
社
総
務
部
職
員
に
⽜
多
額
の
金
品
を
提
供
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
五
〇

〇
～
六
〇
〇
万
DM
の
賄
賂
が
ド
イ
ツ
の
ほ
ぼ
全
て
の
原
発
や
ベ
ル
ギ
ー
・
モ
ル
の
核
廃
棄
物
セ
ン
タ
ー
の
従
業
員
、
特
に
放
射
線
防
護
管

理
者
と
し
て
働
く
人
々
を
含
む
少
な
く
と
も
四
七
人
に
贈
ら
れ
て
い
た
（
M
ohr
2001：
260）。
賄
賂
の
捻
出
に
は
ヌ
ー
ケ
ム
も
関
わ
っ

て
お
り
、
ペ
ー
パ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
の
ス
イ
ス
の
口
座
に
架
空
の
業
務
に
対
す
る
対
価
を
自
ら
支
払
っ
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
西
ド
イ
ツ
の
核
物
質
輸
送
の
八
割
を
支
配
し
て
い
た
Ｔ
Ｎ
が
、
虚
偽
申
告
隠
蔽
だ
け
の
た
め
に
数
百
万
マ
ル
ク
も
の

賄
賂
を
ば
ら
ま
く
の
は
不
自
然
だ
っ
た
。
そ
こ
に
持
ち
上
が
っ
た
の
が
第
三
の
核
物
質
密
輸
疑
惑
で
あ
る
。
ヌ
ー
ケ
ム
や
Ｔ
Ｎ
が
ベ
ル

ギ
ー
経
由
で
核
分
裂
性
物
質
を
パ
キ
ス
タ
ン
と
リ
ビ
ア
に
、
ま
た
ヌ
ー
ケ
ム
の
子
会
社
（
Inter-N
uclear）
が
重
水
を
ス
イ
ス
経
由
で
パ

キ
ス
タ
ン
に
輸
出
し
、
核
兵
器
拡
散
の
リ
ス
ク
を
高
め
て
い
た
疑
惑
で
あ
る
。
さ
ら
に
ヌ
ー
ケ
ム
や
Ｔ
Ｎ
の
関
連
会
社
で
も
あ
る
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
の
原
子
力
企
業
、
ベ
ル
ゴ
ヌ
ク
レ
ー
ル
（
Ｂ
Ｎ
）
は
か
ね
て
か
ら
パ
キ
ス
タ
ン
に
原
子
力
技
術
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
て
お

り
、
一
九
七
〇
年
代
初
め
に
は
パ
キ
ス
タ
ン
に
原
子
力
技
術
の
⽛
パ
イ
ロ
ッ
ト
施
設
⽜
を
建
設
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
疑
惑
が
明
る
み
に
出
る
過
程
で
、
原
子
力
産
業
で
は
左
遷
や
早
期
退
職
、
解
雇
が
発
生
し
、
捜
査
対
象
と
な
っ
た
プ
ロ
イ
セ

ン
電
力
の
技
術
者
と
Ｔ
Ｎ
の
経
営
者
は
自
殺
し
た
。
Ｃ
Ｄ
Ｕ
の
州
環
境
相
ヴ
ァ
イ
マ
ル
（
K
arlheinz
W
eim
ar）
は
一
九
八
七
年
七
月
、

安
全
上
の
不
備
を
理
由
に
ヌ
ー
ケ
ム
の
主
要
部
分
の
閉
鎖
を
命
じ
、
一
九
八
八
年
一
月
一
四
日
に
は
核
拡
散
疑
惑
を
理
由
に
、
そ
の
原
子

力
法
上
の
認
可
を
取
り
消
し
た
。
ま
た
一
九
八
七
年
一
二
月
一
七
日
、
ヴ
ァ
ル
マ
ン
の
後
任
の
連
邦
環
境
相
テ
プ
フ
ァ
ー
は
賄
賂
発
覚
と

放
射
性
物
質
の
違
法
な
移
動
を
理
由
に
Ｔ
Ｎ
の
輸
送
認
可
を
取
り
消
し
た
（
M
ohr
2001：
258-259）。

さ
ら
に
一
九
八
七
年
一
二
月
一
六
日
、
ヌ
ー
ケ
ム
の
大
株
主
で
あ
る
Ｒ
Ｗ
Ｅ
の
ビ
ブ
リ
ス
原
発
Ａ
号
機
で
放
射
能
を
帯
び
た
水
が
格
納

容
器
の
外
に
漏
れ
る
事
故
が
起
き
て
い
た
こ
と
が
、
一
九
八
八
年
一
二
月
、
米
国
の
業
界
誌
の
発
表
で
初
め
て
明
る
み
に
出
た
。
冷
却
材
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喪
失
事
故
を
招
き
か
ね
な
か
っ
た
こ
の
事
故
に
つ
い
て
は
、
テ
プ
フ
ァ
ー
連
邦
環
境
相
と
Ｒ
Ｗ
Ｅ
経
営
陣
の
間
で
一
九
八
九
年
一
月
に
数

回
の
協
議
が
行
わ
れ
（
Czada2003：
75）、
そ
の
仲
介
を
し
た
ヘ
ッ
セ
ン
州
経
済
相
ヴ
ァ
イ
マ
ル
は
、
Ｔ

Ü

Ｖ
バ
イ
エ
ル
ン
の
鑑
定
に
基

づ
き
、
四
九
も
の
追
加
的
安
全
措
置
を
命
じ
た
（
Radkau
und
H
ahn
2013：
335,
343）。

相
次
ぐ
不
祥
事
の
結
果
、
ハ
ー
ナ
ウ
の
事
業
所
は
一
九
八
八
年
一
〇
月
、
ド
イ
ツ
銀
行
主
導
で
再
編
さ
れ
た
。
ヌ
ー
ケ
ム
Ａ
工
場
と
そ

こ
か
ら
派
生
し
た
ホ
ー
ベ
ク
の
工
場
は
一
九
八
八
年
末
に
開
け
渡
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九
九
三
年
と
一
九
九
五
年
か
ら
解
体
と
除
染
が
開

始
さ
れ
た
（
H
essischeStaatskanzlei2000：
408）。
ヌ
ー
ケ
ム
は
核
燃
料
製
造
か
ら
撤
退
し
、
一
九
九
〇
年
代
に
米
国
に
本
拠
を
移
し

て
、
太
陽
光
発
電
や
原
発
廃
炉
、
放
射
性
廃
棄
物
管
理
な
ど
を
事
業
分
野
と
す
る
多
国
籍
企
業
と
な
っ
た
。
二
〇
〇
六
年
に
ヌ
ー
ケ
ム
の

国
際
持
ち
株
会
社
が
設
立
さ
れ
た
後
、
グ
ル
ー
プ
企
業
は
米
国
や
ロ
シ
ア
な
ど
の
企
業
に
売
却
さ
れ
、
二
〇
一
三
年
に
ヌ
ー
ケ
ム
本
体
が

カ
ナ
ダ
の
ウ
ラ
ン
鉱
山
会
社
カ
メ
コ
傘
下
に
入
っ
た
。
核
燃
料
製
造
部
門
は
Ｒ
Ｂ
Ｕ
や
ア
ル
ケ
ム
と
と
も
に⽛
ジ
ー
メ
ン
ス
核
燃
料
工
場
⽜

に
統
合
さ
れ
、
労
組
は
原
子
力
維
持
派
の
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｐ
Ｋ
か
ら
脱
原
子
力
路
線
の
Ｉ
Ｇ
Ｍ
の
傘
下
に
入
っ
た
。
Ｔ
Ｎ
は
一
九
八
八
年
七
月
に

解
散
し
、
そ
の
業
務
は
連
邦
環
境
相
の
決
定
に
従
い
、
連
邦
鉄
道
に
移
管
さ
れ
た
。

ジ
ー
メ
ン
ス
傘
下
に
入
っ
て
も
旧
工
場
（
Ｒ
Ｂ
Ｕ
、
ア
ル
ケ
ム
）
は
原
子
力
法
七
条
認
可
を
受
け
ず
に
移
行
規
定
に
基
づ
く
運
転
を
続

け
た
。
一
九
八
七
年
か
ら
一
九
九
一
年
に
か
け
て
Ｃ
Ｄ
Ｕ
・
Ｆ
Ｄ
Ｐ
州
政
権
が
出
し
た
一
連
の
認
可
に
対
し
て
は
、
そ
の
都
度
行
政
訴
訟

が
起
こ
さ
れ
た
。
そ
の
頃
に
は
原
告
の
ほ
ぼ
全
員
が
緑
の
党
員
で
あ
り
、
緑
の
党
の
郡
支
部
、
ハ
ー
ナ
ウ
地
域
支
部
、
お
よ
び
ヘ
ッ
セ
ン

州
支
部
が
訴
訟
を
資
金
面
で
支
え
た
（
D
iez
2000）。
ヴ
ァ
イ
マ
ル
州
環
境
相
は
一
九
八
七
年
一
〇
月
七
日
、
当
時
の
ア
ル
ケ
ム
社
の
建

屋
新
設
や
設
備
増
築
お
よ
び
事
後
認
可
の
申
請
に
対
し
て
、
第
一
次
部
分
認
可
を
発
令
し
た
。
さ
ら
に
一
九
八
二
年
一
二
月
二
〇
日
や
一

九
八
三
年
三
月
三
一
日
の
事
前
同
意
だ
け
で
行
わ
れ
て
い
た
旧
ア
ル
ケ
ム
の
活
動
（
一
九
八
七
年
一
一
月
の
ア
ル
ケ
ム
判
決
の
対
象
と

な
っ
た
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
の
燃
料
棒
仕
様
や
転
換
工
程
の
変
更
の
た
め
の
工
事
な
ど
）
へ
の
事
後
認
可
の
申
請
に
対
し
て
も
、
一
九
八
八
年
四
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月
二
七
日
、
第
一
次
部
分
認
可
を
発
令
し
た
。
こ
れ
に
対
し
カ
ッ
セ
ル
の
州
高
等
行
政
裁
判
所
は
一
九
八
九
年
一
一
月
一
日
、
公
衆
へ
の

情
報
開
示
の
機
会
の
不
備
な
ど
を
理
由
に
、⽛
法
的
に
瑕
疵
が
あ
る
⽜と
判
断
し
た
（
36
）。
こ
の
訴
訟
に
は
二
人
の
市
民
と
マ
イ
ン
・
キ
ン
ツ
ィ
ッ

ヒ
郡
の
赤
緑
連
立
郡
参
事
会
が
原
告
と
し
て
参
加
し
て
い
た
。
し
か
し
ベ
ル
リ
ン
の
連
邦
行
政
裁
判
所
で
は
原
告
が
敗
訴
し
た
（
37
）。

Ｃ
Ｄ
Ｕ
・
Ｆ
Ｄ
Ｐ
の
州
政
権
は
ま
た
、
ア
ル
ケ
ム
旧
工
場
に
隣
接
す
る
新
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
工
場
の
建
設
に
つ
い
て
上
記
の
一
九
八
七
年
一

〇
月
の
第
一
次
に
続
い
て
一
九
八
九
年
四
月
の
第
二
次
か
ら
一
九
九
一
年
三
月
の
第
六
次
ま
で
の
建
設
な
い
し
運
転
の
部
分
認
可
を
発
令

し
、
う
ち
第
五
次
工
期
部
分
ま
で
は
一
九
九
三
年
時
点
で
五
〇
～
九
〇
％
の
工
事
進
渉
率
に
達
し
た
。
約
九
億
五
〇
〇
〇
万
マ
ル
ク
（
約

六
〇
〇
億
円
）
が
投
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
二
名
の
住
民
が
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
強
毒
性
と
高
放
射
能
、
お
よ
び
工
事
が
旧
工
場
へ

及
ぼ
す
危
険
性
を
根
拠
に
、
ジ
ー
メ
ン
ス
と
州
環
境
省
を
相
手
取
っ
て
差
止
め
訴
訟
を
起
こ
し
た
。
原
告
の
一
人
は
デ
ィ
ー
ツ
の
幼
い
娘

ク
ラ
ー
ラ
（
一
九
九
四
年
当
時
七
歳
）
で
あ
り
、
環
境
保
護
市
民
イ
ニ
シ
ア
チ
ヴ
連
合
（
Ｂ
Ｂ
Ｕ
）
の
支
援
を
受
け
て
い
た
（
38
）。

ウ
ラ
ン
加
工
工
程
（
旧
Ｒ
Ｂ
Ｕ
）
の
大
幅
な
容
量
拡
大
も
一
九
八
八
年
七
月
か
ら
一
九
九
〇
年
一
〇
月
に
か
け
て
段
階
的
に
認
可
さ
れ

た
が
、
一
九
九
〇
年
一
二
月
一
二
日
、
旧
Ｒ
Ｂ
Ｕ
工
場
か
ら
の
排
ガ
ス
が
反
応
し
て
高
濃
度
の
窒
化
ア
ン
モ
ニ
ア
が
発
生
・
爆
発
し
、
労

働
者
二
名
が
負
傷
し
た
（
39
）。
州
環
境
相
は
事
故
原
因
解
明
ま
で
の
全
工
場
停
止
を
命
じ
た
。

一
九
九
〇
年
一
二
月
二
日
、
統
一
ド
イ
ツ
初
の
連
邦
議
会
選
挙
が
行
わ
れ
、
ド
イ
ツ
統
一
問
題
が
有
権
者
の
投
票
行
動
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
、
連
邦
与
党
が
勝
者
と
な
っ
た
。
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
前
回
と
前
々
回
の
選
挙
に
続
い
て
票
を
減
ら
し
た
。
緑
の
党
は
、
旧
西
ド
イ
ツ
地
域
で

四
･八
％
に
と
ど
ま
り
、
議
席
獲
得
要
件
五
％
を
超
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
旧
東
ド
イ
ツ
地
域
で
は
、
旧
体
制
下
の
反
体
制
民
主
化
活

動
家
を
中
心
と
し
た
⽛
九
〇
年
同
盟
⽜
と
緑
の
党
の
共
通
候
補
者
リ
ス
ト
が
六
･一
％
の
得
票
率
で
八
議
席
を
獲
得
し
た
。
選
挙
前
に
緑
の

党
と
民
主
社
会
党
（
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
か
ら
の
要
求
が
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
認
め
ら
れ
、
今
回
の
選
挙
だ
け
は
旧
東
西
ド
イ
ツ
地
域
の
い
ず
れ
か

で
五
％
を
獲
得
し
た
政
党
に
議
席
が
配
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
緑
の
党
は
東
西
の
党
組
織
を
一
本
化
し
な
か
っ
た
の
で
、
西
側
の
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緑
の
党
は
こ
の
決
定
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

前
後
し
て
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
で
は
五
月
一
三
日
の
州
議
会
選
挙
の
結
果
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
（
Gerhard
Schröder）
を
首

班
に
赤
緑
州
政
権
が
成
立
し
た
が
、
緑
の
党
は
一
･六
％
減
の
五
･五
％
に
落
ち
込
ん
だ
。
ま
た
一
九
八
九
年
三
月
に
誕
生
し
た
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と

Ａ
Ｌ
（
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ヴ
・
リ
ス
ト
）
の
連
立
州
政
権
の
決
裂
（
一
一
月
）
を
受
け
、
連
邦
議
会
選
挙
と
同
日
に
行
わ
れ
た
初
の
統
一

ベ
ル
リ
ン
州
議
会
選
挙
で
は
、
東
ベ
ル
リ
ン
緑
の
党
と
合
併
し
て
⽛
緑
の
党
・
Ａ
Ｌ
⽜
に
改
称
し
て
い
た
ベ
ル
リ
ン
緑
の
党
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ

と
と
も
に
票
を
減
ら
し
た
。
赤
緑
連
立
モ
デ
ル
だ
け
で
な
く
、
緑
の
党
自
身
も
存
立
意
義
を
問
わ
れ
て
い
た
。

こ
の
状
況
下
で
ヘ
ッ
セ
ン
州
議
会
選
挙
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｃ
Ｄ
Ｕ
と
Ｆ
Ｄ
Ｐ
は
選
挙
公
約
で
原
子
力
の
推
進
を
唱
え
た
。

こ
れ
に
対
し
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
筆
頭
候
補
者
ア
イ
ヒ
ェ
ル
は
、
カ
ッ
セ
ル
市
長
と
し
て
赤
緑
提
携
の
先
駆
者
だ
っ
た
が
、
新
旧
両
方
の
政
策
課

題
へ
の
配
慮
を
見
せ
た
。
選
挙
綱
領
で
は
、
男
女
同
権
や
公
共
住
宅
の
建
設
、
自
治
体
の
外
国
人
選
挙
権
の
導
入
、
教
師
の
増
員
、
鉄
道

交
通
の
優
遇
、
脱
原
子
力
な
ど
を
公
約
と
し
、
ま
た
男
女
各
五
人
ず
つ
か
ら
構
成
さ
れ
る
⽛
影
の
内
閣
⽜
を
提
示
し
た
ほ
か
、
一
月
一
七

日
に
勃
発
し
た
湾
岸
戦
争
に
際
し
て
は
軍
事
的
解
決
に
反
対
の
姿
勢
を
示
し
た
。
ヘ
ッ
セ
ン
緑
の
党
（
40
）は
二
人
の
州
議
会
会
派
共
同
代
表
、

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
と
ブ
ラ
ウ
ル
（
IrisBlaul）
を
筆
頭
候
補
者
と
し
て
強
調
す
る
選
挙
戦
術
を
初
め
て
採
用
し
た
（
41
）。
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
同
様
、
湾
岸

戦
争
を
選
挙
の
重
要
争
点
に
掲
げ
、
多
国
籍
軍
の
軍
事
行
動
を
批
判
し
、
平
和
運
動
か
ら
の
追
い
風
を
受
け
た
。

投
票
直
前
の
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
保
守
・
自
由
連
立
を
Ｃ
Ｄ
Ｕ
支
持
層
は
七
三
･〇
％
が
、
Ｆ
Ｄ
Ｐ
支
持
層
は
八
〇
･五
％
が
支
持
し
、

赤
緑
連
立
は
緑
の
党
支
持
層
の
七
九
･五
％
が
支
持
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
支
持
層
で
は
、
赤
緑
連
立
へ
の
支
持
が
前
回
選
挙

時
の
五
五
･二
％
か
ら
三
三
･三
％
へ
と
減
少
す
る
一
方
、
大
連
立
は
二
一
･〇
％
、
Ｆ
Ｄ
Ｐ
と
の
連
立
は
三
〇
･〇
％
が
好
み
、
拡
散
し
て

い
た
（
Schm
itt-Beck
1991：
228-234,
242）。
一
九
九
一
年
一
月
二
〇
日
に
行
わ
れ
た
選
挙
の
結
果
は
、
前
回
と
比
べ
た
得
票
率
と
議

席
数
の
移
動
が
わ
ず
か
だ
っ
た
。
Ｃ
Ｄ
Ｕ
が
一
議
席
減
の
四
六
議
席
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
が
二
議
席
増
の
四
六
議
席
、
緑
の
党
が
前
回
と
変
わ
ら
ず
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一
〇
議
席
、
Ｆ
Ｄ
Ｐ
が
一
議
席
減
の
八
議
席
と
な
っ
た
（
42
）。

選
挙
後
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
緑
の
党
の
連
立
交
渉
は
約
八
週
間
で
妥
結
し
、
ヘ
ッ
セ
ン
で
二
度
目
の
、
そ
し
て
全
国
的
に
四
度
目
の
赤
緑
州
政

権
が
一
九
九
一
年
四
月
五
日
に
発
足
し
た
。
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
公
約
に
従
い
、
州
閣
僚
は
男
女
五
名
ず
つ
で
構
成
さ
れ
、
女
性
省
（
州
女
性
労
働

社
会
秩
序
省
）
も
創
設
さ
れ
た
。
緑
の
党
は
二
大
臣
と
三
政
務
次
官
を
獲
得
し
た
。
な
か
で
も
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
に
与
え
ら
れ
た
環
境
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
所
管
権
限
に
は
原
子
力
も
含
ま
れ
、
州
副
首
相
の
地
位
と
連
邦
参
議
院
で
の
州
政
府
代
表
の
役
割
を
持
つ
⽛
連
邦
関
係
事
務
⽜

の
所
管
権
限
も
獲
得
し
た
。
ま
た
州
首
相
府
官
房
長
と
州
政
府
報
道
官
を
傘
下
に
置
く
州
首
相
の
特
権
に
匹
敵
す
る
、
次
官
二
人
を
持
つ

特
権
も
与
え
ら
れ
た
。
環
境
次
官
に
は
バ
ー
ケ
（
Rainer
Baake
（
43
））
が
、
連
邦
関
係
事
務
担
当
次
官
に
は
リ
ー
デ
ル
が
就
い
た
。
フ
ィ
ッ

シ
ャ
ー
は
ま
た
州
政
府
副
報
道
官
に
腹
心
の
デ
ィ
ッ
ク
を
充
て
た
。
緑
の
党
は
そ
の
他
に
県
長
官
の
ポ
ス
ト
を
一
つ
確
保
し
た
。
ま
た
緑

の
党
の
ブ
ラ
ウ
ル
は
青
年
家
族
保
健
相
と
な
り
、
次
官
を
始
め
、
大
臣
秘
書
課
の
管
理
職
も
全
員
女
性
に
し
た
（
Johnsen
1993：

807-808）。
連
立
協
定
で
は
、
ジ
ー
メ
ン
ス
核
燃
料
工
場
と
Ｒ
Ｗ
Ｅ
の
ビ
ブ
リ
ス
原
発
を
閉
鎖
さ
せ
る
た
め
、
州
が
持
つ
既
存
施
設
の
安

全
審
査
権
限
を
駆
使
す
る
こ
と
が
謳
わ
れ
、
原
子
力
は
も
は
や
連
立
与
党
間
の
対
立
点
で
は
な
く
な
っ
た
（
44
）。

一
九
九
一
年
四
月
一
四
日
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
容
器
が
搬
入
時
に
破
損
し
、
二
人
の
労
働
者
が
被
曝
し
た
。
次
い
で
六
月
一
七
日
、
工
場

に
隣
接
し
た
バ
ン
カ
ー
で
同
様
の
事
故
が
起
き
、
労
働
者
一
人
と
ユ
ー
ラ
ト
ム
の
検
査
官
一
人
が
被
曝
し
た
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
六
月
一

八
日
、
連
邦
環
境
相
の
了
解
を
得
て
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
加
工
工
程
（
旧
ア
ル
ケ
ム
）
の
停
止
を
命
じ
た
。
そ
の
後
も
工
場
内
で
ボ
ヤ
な
ど
が

再
三
起
き
た
。
さ
ら
に
八
月
、
ハ
ー
ナ
ウ
の
工
場
に
隣
接
す
る
州
立
林
業
学
校
に
ア
ン
モ
ニ
ア
の
ガ
ス
が
流
れ
込
み
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

の
営
業
監
督
官
が
こ
れ
を
確
認
し
た
た
め
、
ア
ン
モ
ニ
ア
を
大
量
に
使
用
し
て
い
る
ウ
ラ
ン
加
工
部
門
（
旧
Ｒ
Ｂ
Ｕ
）
の
閉
鎖
を
フ
ィ
ッ

シ
ャ
ー
は
公
害
防
止
法
上
の
州
の
権
限
に
基
づ
い
て
命
じ
た
。
こ
う
し
た
事
故
を
受
け
、
彼
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
工
場
の
⽛
弱
点
分
析
⽜
を
、

ジ
ー
メ
ン
ス
の
代
表
が
管
理
委
員
会
に
座
っ
て
い
る
Ｔ

Ü

Ｖ
バ
イ
エ
ル
ン
で
は
な
く
、ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
エ
コ
研
究
所
に
委
託
し
た
。
北研 52 (2・79) 177

ドイツの⽛原子力村⽜と安全規制の政治争点化（Ⅱ）



こ
の
間
、
テ
プ
フ
ァ
ー
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
加
工
工
程
の
再
開
を
要
求
し
た
が
、
一
一
月
初
め
に
提
出
さ
れ
た
⽛
弱
点
分
析
⽜
の
勧
告
の
検

討
が
必
要
と
し
て
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
こ
れ
を
拒
否
し
た
（
45
）。

さ
ら
に
前
環
境
相
ヴ
ァ
イ
マ
ル
の
下
で
一
九
九
〇
年
一
二
月
か
ら
一
九
九
一
年
二
月
に
か
け
、
州
環
境
省
職
員
が
認
可
書
類
を
規
制
対

象
で
あ
る
ジ
ー
メ
ン
ス
に
渡
し
、
修
正
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
一
九
九
一
年
一
一
月
、
明
る
み
に
出
た
。
旧
Ｒ
Ｂ
Ｕ
工
場
で
起
き
た
爆
発
事

故
を
受
け
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
加
工
部
門
（
旧
ア
ル
ケ
ム
）
で
も
爆
発
防
止
の
た
め
の
追
加
的
措
置
を
求
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
と

の
関
連
が
疑
わ
れ
た
。
四
月
の
引
き
継
ぎ
前
に
ヴ
ァ
イ
マ
ル
は
大
急
ぎ
で
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
工
程
の
運
転
認
可
を
出
し
、
テ
プ
フ
ァ
ー
の
承

認
を
受
け
て
い
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
書
類
を
め
ぐ
る
不
祥
事
を
理
由
に
法
律
上
の
認
可
規
定
の
遵
守
が
不
可
能

と
し
て
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
新
工
場
に
つ
い
て
も
第
五
次
部
分
認
可
の
執
行
を
停
止
し
、
建
設
工
事
中
断
を
命
じ
た
（
46
）。

連
邦
環
境
相
テ
プ
フ
ァ
ー
は
一
九
九
一
年
末
か
ら
一
九
九
二
年
一
月
に
か
け
、
生
産
停
止
の
解
除
を
指
示
し
た
が
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は

拒
否
し
た
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
加
工
が
暫
定
的
な
移
行
規
定
に
基
づ
い
て
運
転
さ
れ
て
い
る
の
で
、
運
転
再
開
を
認
め

る
の
は
違
法
な
事
前
同
意
に
当
た
る
の
で
出
せ
な
い
と
回
答
し
た
。
一
九
九
二
年
一
月
半
ば
に
妥
協
が
成
立
し
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
容
器
の

除
去
の
た
め
、
短
期
的
な
生
産
再
開
を
厳
格
化
さ
れ
た
安
全
規
程
の
下
で
認
め
る
こ
と
に
な
っ
た
（
Czada
2003：
75）。

一
九
九
一
年
一
〇
月
、
州
都
ヴ
ィ
ー
ス
バ
ー
デ
ン
で
ハ
ー
ナ
ウ
の
原
子
力
事
業
所
の
運
転
継
続
と
維
持
を
求
め
る
デ
モ
が
行
わ
れ
、
工

場
の
全
従
業
員
二
〇
〇
〇
人
と
、
エ
ア
ラ
ン
ゲ
ン
の
ジ
ー
メ
ン
ス
本
部
や
ビ
ブ
リ
ス
原
発
な
ど
か
ら
五
〇
〇
人
が
参
加
し
、
会
社
側
が
用

意
し
た
バ
ス
で
州
環
境
省
前
に
到
着
し
た
。
一
方
、
Ｉ
Ｇ
Ｍ
執
行
部
は
す
で
に
一
九
八
七
年
二
月
、
Ｋ
Ｗ
Ｕ
事
業
所
の
Ｉ
Ｇ
Ｍ
所
属
従
業

員
代
表
委
員
た
ち
に
核
燃
料
工
場
の
産
業
転
換
を
訴
え
て
い
た
が
、
地
元
の
Ｉ
Ｇ
Ｍ
は
一
九
九
一
年
一
〇
月
デ
モ
の
後
、
ジ
ー
メ
ン
ス
と

赤
緑
州
政
府
に
対
し
、⽛
ハ
ー
ナ
ウ
の
核
燃
料
工
場
の
転
換
に
関
す
る
共
同
構
想
の
作
成
と
、
他
の
産
業
へ
の
転
換
の
際
に
、
現
在
原
子
力

技
術
の
み
に
依
存
し
て
い
る
雇
用
を
ど
の
よ
う
に
し
て
維
持
す
る
か
に
関
す
る
鑑
定
書
⽜
の
作
成
を
要
請
し
、
一
一
月
上
旬
に
は
雇
用
転
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換
に
関
す
る
七
項
目
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
公
表
し
た
。

一
九
九
一
年
一
一
月
九
日
か
ら
三
日
間
、
Ｆ
Ｒ
紙
の
主
催
で
⽛
原
子
か
ら
の
決
別
⽜
と
題
す
る
討
論
会
が
ハ
ー
ナ
ウ
で
開
か
れ
た
（
47
）。
参

加
者
五
〇
〇
人
の
う
ち
半
数
は
核
燃
料
工
場
の
従
業
員
だ
っ
た
。
登
壇
し
た
の
は
州
環
境
相
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
、そ
の
前
任
者
ヴ
ァ
イ
マ
ル
、

ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
エ
コ
研
究
所
の
キ
ュ
ッ
パ
ー
ス
（
Christian
K
üppers）、
Ｉ
Ｇ
Ｍ
の
社
会
学
者
ヘ
ア
マ
ン
（
K
lausH
erm
ann）、

及
び
従
業
員
代
表
委
員
会
長
ム
ッ
ク
（
N
orbertM
ook）
で
あ
り
、
核
燃
料
工
場
の
取
締
役
は
参
加
し
な
か
っ
た
。
ヘ
ア
マ
ン
は
、⽛
Ｉ
Ｇ

Ｍ
は
職
場
の
確
保
の
た
め
に
協
力
す
る
が
、
い
か
な
る
代
償
を
払
っ
て
で
も
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
我
々
は
Ｄ
Ｇ
Ｂ
や
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
同
様

に
脱
原
子
力
決
議
を
採
択
し
て
お
り
、
そ
れ
を
支
持
し
て
い
る
。
ハ
ー
ナ
ウ
で
は
他
に
生
産
で
き
る
も
の
は
な
い
と
い
う
経
営
陣
の
呪
文

は
、
従
業
員
の
リ
ス
ク
を
劇
的
に
高
め
る
と
考
え
る
⽜
と
述
べ
た
が
、
従
業
員
の
抗
議
の
笛
で
迎
え
ら
れ
た
（
M
ohr2001：
333-338）。

核
燃
料
工
場
で
は
一
九
九
一
年
一
二
月
か
ら
操
業
短
縮
が
始
ま
り
、
対
象
と
な
っ
た
労
働
者
の
数
は
六
〇
〇
人
に
達
し
て
い
た
。
一
九

九
三
年
一
〇
月
、
七
〇
〇
人
の
従
業
員
が
ボ
ン
で
デ
モ
を
行
い
、
連
邦
環
境
相
に
対
し
、
操
業
再
開
を
州
環
境
省
に
命
じ
る
よ
う
訴
え
た

（
M
ohr
2001：
340）。

一
九
九
三
年
七
月
二
一
日
、
カ
ッ
セ
ル
州
高
等
行
政
裁
判
所
は
、
新
Ｍ
Ｏ
Ｘ
工
場
建
設
に
対
す
る
三
つ
の
部
分
認
可
に
つ
い
て
、
安
全

基
準
の
順
守
が
不
十
分
と
し
て
無
効
と
判
断
し
た
（
48
）。
こ
れ
を
受
け
Ｖ
Ｄ
Ｅ
Ｗ
（
ド
イ
ツ
電
気
事
業
連
合
会
）
の
広
報
官
は
一
九
九
三
年
九

月
、⽛
長
引
く
法
的
問
題
の
た
め
⽜
ハ
ー
ナ
ウ
を
放
棄
す
る
可
能
性
を
排
除
し
な
い
と
説
明
し
た
。
す
で
に
電
力
最
大
手
の
Ｖ
Ｅ
Ｂ
Ａ
と
Ｒ

Ｗ
Ｅ
の
社
長
た
ち
は
、
一
九
九
二
年
一
一
月
の
連
邦
首
相
宛
て
の
書
簡
の
中
で
、
使
用
済
み
核
燃
料
の
再
処
理
を
⽛
で
き
る
だ
け
早
い
時

点
で
終
了
す
る
⽜
こ
と
を
見
込
ん
で
お
り
、
そ
の
際
ハ
ー
ナ
ウ
で
の
⽛
新
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
工
場
の
建
設
続
行
と
運
転
開
始
⽜
が
不
要
に
な
る

と
し
て
い
た
。
さ
ら
に
一
九
九
四
年
四
月
下
旬
、
ド
イ
ツ
の
原
発
事
業
者
は
、
旧
ア
ル
ケ
ム
工
場
に
は
も
は
や
融
資
し
な
い
と
い
う
決
定

を
発
表
し
た
。
行
政
裁
判
所
の
決
定
に
よ
る
新
工
場
の
建
設
中
断
を
受
け
、
ジ
ー
メ
ン
ス
は
従
業
員
数
を
一
九
九
四
年
九
月
三
〇
日
ま
で
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に
一
五
〇
〇
人
か
ら
九
〇
〇
人
へ
削
減
す
る
こ
と
に
し
、他
方
で
経
費
節
減
の
た
め
ウ
ラ
ン
加
工
部
門
の
一
部
を
米
国
に
移
転
し
た
た
め
、

ウ
ラ
ン
燃
料
の
組
み
立
て
の
み
が
ハ
ー
ナ
ウ
に
残
さ
れ
た
。

一
九
九
三
年
の
第
一
審
判
決
に
対
す
る
控
訴
審
で
連
邦
行
政
裁
判
所
は
一
九
九
四
年
八
月
九
日
、
新
Ｍ
Ｏ
Ｘ
工
場
の
建
設
続
行
と
運
転

開
始
を
認
め
る
決
定
を
下
し
た
（
49
）。
し
か
し
ジ
ー
メ
ン
ス
の
経
営
陣
は
一
九
九
四
年
一
二
月
初
め
、
ハ
ー
ナ
ウ
か
ら
ウ
ラ
ン
加
工
部
門
を
米

国
や
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
に
移
転
す
る
と
発
表
し
、⽛
国
際
標
準
を
大
き
く
上
回
る
認
可
基
準
に
よ
る
コ
ス
ト
増
大
⽜
と
、
ハ
ー
ナ
ウ
の

産
業
立
地
の
国
際
競
争
力
を
失
わ
せ
る
ヘ
ッ
セ
ン
州
の
⽛
脱
原
子
力
志
向
の
法
執
行
⽜
を
理
由
に
挙
げ
た
。
一
九
九
五
年
二
月
の
州
議
会

選
挙
で
保
守
政
権
復
活
の
望
み
が
絶
た
れ
た
後
の
四
月
末
、
ジ
ー
メ
ン
ス
は
ハ
ー
ナ
ウ
の
Ｍ
Ｏ
Ｘ
加
工
施
設
の
閉
鎖
を
表
明
し
、
七
月
初

め
に
は
新
工
場
建
設
の
中
止
も
発
表
し
た
。
ハ
ー
ナ
ウ
に
は
四
三
〇
人
の
従
業
員
の
み
が
残
り
、
貯
蔵
庫
に
残
さ
れ
た
二
・
三
ト
ン
の
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
と
七
三
〇
ト
ン
の
濃
縮
ウ
ラ
ン
の
監
視
や
工
場
解
体
に
当
た
る
こ
と
に
な
っ
た
（
M
ohr
2001：
340-343）。
州
環
境
省
は

ウ
ラ
ン
加
工
部
門
の
解
体
を
一
九
九
八
年
に
認
可
し
た
（
H
essische
Staatskanzlei2000：
409）。
旧
ア
ル
ケ
ム
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
加

工
工
場
の
解
体
に
向
け
た
最
後
の
聴
聞
会
は
二
〇
〇
〇
年
五
月
に
行
わ
れ
た
（
50
）。

5
．
総
括
―
原
子
力
安
全
規
制
の
政
治
争
点
化
の
条
件

大
量
の
核
物
質
を
扱
う
核
燃
料
工
場
は
、
事
故
が
起
き
た
場
合
の
被
害
や
、
違
法
な
輸
出
が
核
兵
器
拡
散
に
つ
な
が
る
リ
ス
ク
が
大
き

い
。
し
か
し
こ
う
し
た
リ
ス
ク
の
認
知
・
評
価
に
は
専
門
知
識
を
必
要
と
す
る
上
に
、
ハ
ー
ナ
ウ
の
核
燃
料
工
場
の
よ
う
な
許
認
可
を
め

ぐ
る
複
雑
な
法
的
事
情
は
一
般
市
民
の
関
心
を
引
き
に
く
い
。
さ
ら
に
地
元
で
は
反
原
発
運
動
が
小
規
模
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
不
利
な
条

件
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
核
燃
料
工
場
問
題
を
重
要
な
政
治
争
点
に
押
し
上
げ
た
要
因
は
何
だ
っ
た
の
か
。

起
点
は
政
治
参
加
に
求
め
ら
れ
る
。
空
港
反
対
運
動
を
始
め
と
す
る
様
々
な
⽛
新
し
い
社
会
運
動
⽜
や
学
生
運
動
の
参
加
経
験
を
持
つ
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大
学
所
在
都
市
の
青
年
層
を
中
心
に
、
緑
の
党
へ
の
支
持
が
拡
大
し
た
結
果
、
一
九
八
二
年
の
ヘ
ッ
セ
ン
州
議
会
選
挙
で
は
二
大
政
党
の

い
ず
れ
も
多
数
派
を
形
成
で
き
ず
、
緑
の
党
が
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
暫
定
少
数
政
権
の
維
持
を
左
右
し
う
る
位
置
を
得
た
。
こ
れ
は
政
党
間
競
争
を

強
め
る
と
同
時
に
、
両
党
の
連
携
の
可
能
性
を
生
み
出
し
た
。
当
時
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
連
邦
で
野
党
に
転
じ
、
政
権
戦
略
の
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー

の
模
索
と
、
労
働
者
階
級
・
第
二
次
産
業
中
心
か
ら
新
中
間
層
・
第
三
次
産
業
も
含
め
た
多
様
な
支
持
の
獲
得
へ
の
模
索
を
始
め
て
い
た
。

こ
う
し
て
ヘ
ッ
セ
ン
州
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
緑
の
党
の
連
携
は
全
国
政
治
の
今
後
を
占
う
重
要
性
を
帯
び
、
各
党
内
で
は
路
線
論
争
が
起
き
、
特

に
緑
の
党
内
で
は
原
理
派
と
現
実
派
の
対
立
が
全
国
に
波
及
し
た
。
そ
れ
で
も
連
携
に
踏
み
切
っ
た
両
党
の
不
一
致
点
と
し
て
一
九
八
五

年
の
第
一
次
赤
緑
州
政
権
の
成
立
後
ま
で
残
っ
た
最
大
の
争
点
が
、
核
燃
料
工
場
の
認
可
問
題
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
原
発
事
故
後
、
新
設
さ
れ
た
連
邦
環
境
相
に
ヘ
ッ
セ
ン
Ｃ
Ｄ
Ｕ
の
代
表
が
就
任
し
、
一
九
八
七
年
州
議
会
選
挙
後
は
ヘ
ッ
セ
ン
州
首

相
に
就
任
し
た
。
彼
の
後
任
の
連
邦
環
境
相
は
、
一
九
九
一
年
州
議
会
選
挙
に
誕
生
し
た
第
二
次
赤
緑
州
政
権
の
環
境
相
と
、
核
燃
料
工

場
の
運
転
や
新
設
の
認
可
を
め
ぐ
っ
て
対
立
を
繰
り
返
し
た
。
こ
の
よ
う
に
政
治
参
加
の
拡
大
を
起
点
に
政
党
間
の
競
争
が
刺
激
さ
れ
、

全
国
的
な
政
権
戦
略
の
モ
デ
ル
と
な
り
う
る
連
立
交
渉
に
発
展
し
、
さ
ら
に
連
邦
と
州
の
競
争
に
も
波
及
し
た
た
め
、
核
燃
料
工
場
の
安

全
規
制
が
メ
デ
ィ
ア
の
注
目
を
集
め
、
重
要
政
治
争
点
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
主
体
間
の
関
係
の
連
鎖
的
な
変
化
は
、
偶
発
的
な
要
因
に
よ
っ
て
も
助
長
さ
れ
た
。
核
燃
料
工
場
で
は
労
働
被
曝
や
環
境
へ

の
放
射
能
放
出
が
早
く
か
ら
起
き
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
相
次
い
で
発
覚
す
る
の
は
一
九
八
四
年
以
降
で
あ
る
。
つ
ま
り
核

燃
料
工
場
の
認
可
状
況
が
政
治
争
点
化
す
る
に
つ
れ
て
、
労
働
災
害
や
放
射
能
放
出
が
報
道
に
値
す
る
事
件
と
し
て
認
知
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
さ
ら
に
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
が
起
き
、
紛
争
主
体
間
の
対
立
を
強
め
、
一
層
の
核
燃
料
企
業
の
不
祥
事
の
発
覚
・
報
道

に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
労
働
災
害
や
不
祥
事
は
さ
ら
に
、
労
働
界
の
意
識
変
化
も
促
し
、
緑
の
党
と
の
間
で
産
業
転
換
を

め
ぐ
る
議
論
に
発
展
し
た
。
核
燃
料
企
業
の
従
業
員
代
表
委
員
会
は
原
子
力
に
最
後
ま
で
固
執
し
た
が
、
そ
の
影
響
は
限
ら
れ
て
い
た
。
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次
に
、
こ
う
し
た
政
治
過
程
を
助
長
し
た
制
度
的
条
件
を
検
討
し
た
い
。
ハ
ー
ナ
ウ
の
少
数
精
鋭
の
反
原
発
グ
ル
ー
プ
、
Ｉ
Ｕ
Ｈ
に
有

利
に
働
い
た
の
は
、
多
段
階
的
な
原
子
力
施
設
認
可
手
続
き
に
伴
う
多
数
の
訴
訟
の
機
会
、
お
よ
び
市
民
の
政
治
参
加
を
重
視
し
た
Ｓ
Ｐ

Ｄ
・
Ｆ
Ｄ
Ｐ
連
邦
政
権
下
の
原
子
力
法
改
正
（
認
可
資
料
の
公
開
や
聴
聞
会
の
開
催
を
伴
う
⽛
七
条
認
可
⽜
を
核
燃
料
企
業
に
も
義
務
づ

け
た
こ
と
）
で
あ
る
。
ま
た
緑
の
党
の
州
議
会
進
出
は
情
報
開
示
の
機
会
を
拡
大
し
た
ほ
か
、
Ｉ
Ｕ
Ｈ
の
指
導
者
自
身
が
緑
の
党
の
ハ
ー

ナ
ウ
市
議
に
な
り
、
彼
ら
が
原
告
と
な
っ
た
行
政
訴
訟
を
緑
の
党
が
財
政
的
に
支
え
た
。

緑
の
党
内
部
で
は
、
一
九
八
一
年
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
議
会
に
拠
点
を
築
い
た
原
理
派
が
当
初
支
配
的
だ
っ
た
。
し
か
し
一
九
八
二

年
に
緑
の
党
が
州
議
会
に
進
出
し
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
少
数
政
権
と
の
交
渉
に
よ
る
政
策
実
現
の
機
会
が
生
じ
る
と
、
緑
の
党
会
派
は
議
会
政
治

の
論
理
へ
の
適
応
を
選
択
す
る
。
市
議
よ
り
も
州
議
会
議
員
の
方
が
、
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
社
会
運
動
界
に
基
盤
を
持
つ
現
実
派

の
同
州
選
出
連
邦
議
会
議
員
の
方
が
、
メ
デ
ィ
ア
の
注
目
度
と
い
う
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
と
い
う
傑
出
し

た
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
も
無
視
で
き
な
い
。
ま
た
カ
ッ
セ
ル
や
、
後
に
は
ハ
ー
ナ
ウ
の
属
す
る
マ
イ
ン
・
キ
ン
ツ
ィ
ッ
ヒ
郡
な
ど
で
も
緑
の

党
と
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
連
立
す
る
自
治
体
政
府
が
増
え
、
現
実
路
線
へ
の
転
換
を
促
し
た
。
緑
の
党
が
⽛
草
の
根
民
主
制
⽜
と
呼
ん
だ
党
内
運
営

規
則
は
、
党
員
の
対
等
性
の
確
保
や
一
般
市
民
と
の
垣
根
を
取
り
払
う
こ
と
で
参
加
民
主
主
義
を
促
進
し
た
一
方
、
議
員
職
の
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
制
や
全
会
議
の
公
開
、
お
よ
び
党
役
職
と
議
員
職
の
分
離
な
ど
、
選
挙
競
争
や
連
立
交
渉
の
論
理
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
も
あ
り
、

徐
々
に
合
理
化
さ
れ
て
い
っ
た
。

ま
た
連
邦
委
任
行
政
の
枠
内
で
の
連
邦
と
州
の
争
い
に
お
い
て
は
、
多
元
化
し
た
専
門
鑑
定
人
の
競
争
（
Ｔ

Ü

Ｖ
バ
イ
エ
ル
ン
、
Ｔ

Ü

Ｖ
ヘ
ッ
セ
ン
、
エ
コ
研
究
所
、
放
射
線
防
護
委
員
会
、
法
律
家
）
や
法
治
国
家
的
手
段
（
連
邦
憲
法
裁
判
所
、
行
政
裁
判
所
）
が
駆
使
さ

れ
た
点
も
ド
イ
ツ
特
有
で
あ
る
。
原
子
力
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
科
学
的
不
確
実
性
と
価
値
観
の
相
違
か
ら
、
異
な
っ
た
評
価
が
衝
突
す

る
の
で
、
異
な
る
立
場
の
専
門
家
が
行
政
過
程
に
組
み
込
ま
れ
る
に
至
っ
た
ド
イ
ツ
の
状
況
は
示
唆
に
富
む
。
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ヘ
ッ
セ
ン
の
⽛
赤
緑
⽜
政
権
の
担
い
手
た
ち
は
、
核
燃
料
工
場
閉
鎖
を
実
現
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
人
脈
を
も
っ
て
、
一
九
九
八
年
秋
に
誕

生
す
る
連
邦
の
赤
緑
政
権
の
脱
原
子
力
政
策
を
主
導
し
て
い
く
の
で
あ
る
（
51
）。

注（
1
）
FA
Z
224/27.9.1983:D
ie
Ergebnisse
aus
den
H
essischen
W
ahlkreisen
und
die
D
irektm
andate.

（
2
）
V
ereinbarung
zw
ischen
SPD
und
GRÜ
N
EN
für
die
11.
W
ahlperiode.W
iesbaden,1984.

（
3
）
経
済
相
に
は
無
名
の
シ
ュ
テ
ー
ガ
ー
（
U
lrich
Steger）
が
任
命
さ
れ
た
。
彼
は
か
つ
て
ド
イ
ツ
原
子
力
産
業
会
議
で
働
い
て
い
た
。

（
4
）
大
臣
は
赤
緑
協
定
を
推
進
し
た
Ｓ
Ｐ
Ｄ
南
ヘ
ッ
セ
ン
支
部
長
ゲ
ア
ラ
ッ
ハ
（
W
illiGörlach）。

（
5
）
Spiegel28/9.7.1984:H
essen.H
ilfe
fürs
Profi.

（
6
）
BeckRS
2005:23578.（
Beck
O
nline）

（
7
）
一
九
八
五
年
六
月
、
Ｒ
Ｂ
Ｕ
に
関
し
て
九
日
間
、
ホ
ー
ベ
ク
に
関
し
て
三
日
間
開
か
れ
た
聴
聞
会
に
も
、
Ｂ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
（
ド
イ
ツ
自
然
環
境
保
護
連
盟
）
ヘ
ッ

セ
ン
支
部
は
参
加
し
、
特
に
前
者
で
は
情
報
開
示
に
消
極
的
な
州
経
済
省
の
姿
勢
を
批
判
し
た
。
FR
146/28.6.1985:,,H
obeg
in
H
anau
Stößtkeine

Schadstoffe
aus“.

（
8
）
Spiegel42/15.10.1984:D
ie
K
ern-Frage.

（
9
）
Spiegel12/18.3.1985:O
ffenbar
versagt.

（
10
）
http://w
w
w
.oekobuero.de/nhz-ah-1.htm

（
11
）
ジ
ー
メ
ン
ス
系
の
高
速
増
殖
炉
出
資
企
業
イ
ン
タ
ー
ア
ト
ム
の
技
術
者
。
警
察
か
ら
テ
ロ
リ
ス
ト
と
の
接
触
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
、
不
当
な
取
り
調
べ
を

受
け
た
た
め
、
有
名
に
な
っ
た
。

（
12
）
⽛
将
来
の
原
子
力
政
策
⽜
連
邦
議
会
第
一
次
特
別
調
査
委
員
会
（
一
九
七
九
─
一
九
八
〇
年
）
の
議
長
。

（
13
）
一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
一
四
年
ま
で
Ｒ
Ｓ
Ｋ
委
員
、
特
に
二
〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
ま
で
委
員
長
。

（
14
）
二
〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で
ビ
ル
ク
ホ
ー
フ
ァ
ー
の
後
任
と
し
て
Ｇ
Ｒ
Ｓ
所
長
を
引
き
継
ぎ
、
ま
た
一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇
二
年
ま
で
Ｒ
Ｓ
Ｋ

委
員
長
、
二
〇
〇
九
年
ま
で
Ｒ
Ｓ
Ｋ
委
員
。
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（
15
）
V
ereinbarung
zw
ischen
SPD
und
GRÜ
N
EN
vom
12.
Juni1985.

（
16
）
一
九
九
八
年
の
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
連
邦
外
相
就
任
後
、
外
務
省
企
画
課
長
、
チ
リ
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
大
使
。

（
17
）
一
九
八
九
年
か
ら
一
九
九
九
年
ま
で
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
防
火
課
長
、
一
九
九
九
年
か
ら
コ
ソ
ボ
や
グ
ア
テ
マ
ラ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
国
連
平
和
維
持
活
動
の
代
表
や
代
行
、
二
〇
〇
九
年
か
ら
連
邦
議
会
議
員
（
緑
の
党
会
派
の
人
権
問
題
担
当
）。

（
18
）
一
九
八
八
年
か
ら
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
誌
、
一
九
九
九
年
か
ら
南
ド
イ
ツ
新
聞
（
Ｓ
Ｚ
）
の
記
者
。

（
19
）
一
九
八
〇
年
か
ら
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
議
会
議
員
、
緑
の
党
内
の
小
派
閥
⽛
エ
コ
・
リ
バ
タ
リ
ア
ン
⽜
の
指
導
者
、
二
〇
一
一
年
か
ら
緑

の
党
初
の
州
首
相
。

（
20
）
弁
護
士
、
一
九
八
九
年
か
ら
州
議
会
議
員
、
一
九
九
一
年
か
ら
一
九
九
四
年
ま
で
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
下
で
州
環
境
省
事
務
次
官
、
一
九
九
四
年
か
ら
一
九

九
六
年
ま
で
ザ
ク
セ
ン
・
ア
ン
ハ
ル
ト
州
赤
緑
政
権
の
法
務
次
官
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
ま
で
連
邦
議
会
⽛
現
代
医
療
の
法
と
倫
理
⽜
特
別
調
査

委
員
会
委
員
、
二
〇
〇
八
年
に
連
邦
議
会
の
推
薦
で
⽛
ド
イ
ツ
倫
理
評
議
会
⽜
委
員
。

（
21
）
一
九
八
七
年
五
月
か
ら
連
邦
環
境
相
。
一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
ま
で
国
際
連
合
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
事
務
局
長
。

（
22
）
彼
は
一
九
七
八
年
六
月
か
ら
大
臣
指
名
直
前
ま
で
プ
ロ
イ
セ
ン
エ
レ
ク
ト
ラ
（
Ｖ
Ｅ
Ｂ
Ａ
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
子
会
社
で
西
ド
イ
ツ
第
二
の
電
力
会
社
）
の

監
督
役
会
の
役
員
だ
っ
た
（
SPIEGEL
24/9.6.1986:20）。

（
23
）
放
射
線
防
護
令
は
線
量
限
界
値
や
放
射
性
物
質
取
扱
い
の
原
則
、
情
報
・
報
告
義
務
、
核
物
質
の
輸
送
や
最
終
処
分
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。

（
24
）
緑
の
党
現
実
派
の
連
邦
議
会
議
員
シ
リ
ー
（
O
tto
Schily）
の
弁
護
士
事
務
所
の
共
同
経
営
者
。

（
25
）
起
訴
さ
れ
た
州
経
済
省
の
幹
部
三
人
の
う
ち
、
課
長
は
一
九
八
二
年
に
Ｓ
Ｐ
Ｄ
を
離
党
し
て
お
り
、
課
長
代
理
は
Ｃ
Ｄ
Ｕ
党
員
だ
っ
た
。
Spiegel12/18.

3.1985:O
ffenbar
versagt.

（
26
）
Stern
16/10.4.1986:200-202：
A
ffäre.Beim
T
Ü
V
tickteineBom
be.
Ｔ

Ü

Ｖ
バ
イ
エ
ル
ン
の
客
観
性
へ
の
疑
問
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
一
九
八

六
年
三
月
に
連
邦
議
会
で
シ
リ
ー
議
員
ら
緑
の
党
会
派
が
追
及
し
た
（
BT
-D
rs.10/5160：
7.3.1986）。

（
27
）
同
様
の
請
求
を
Ｓ
Ｐ
Ｄ
連
邦
議
会
会
派
は
一
九
八
八
年
四
月
二
一
日
に
も
行
っ
た
が
、
カ
ル
カ
ー
高
速
増
殖
炉
と
ヴ
ァ
ッ
カ
ー
ス
ド
ル
フ
再
処
理
工
場
の

計
画
が
放
棄
さ
れ
た
後
、
請
求
を
取
り
下
げ
た
。

（
28
）
http://w
w
w
.oekobuero.de/nhz-ah-3.htm
;Spiegel13/23.3.1987:Jeder
H
am
m
er;Spiegel39/22.9.1986:D
am
pfvon
allen
Seiten.

（
29
）
FR
284
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